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• 主な利点
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• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup 
Plug-in for SharePoint ： 概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for SharePoint （Plug-in for SharePoint） は、 メ デ ィ ア障害および広範囲にわ

たるデータ損傷からの保護を提供し ます。 本プ ラグイ ンでは、 Web ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス

（WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し て、 集中的な手段で SharePoint のバッ クア ッ プおよ

びリ ス ト アのポリ シーを確立、 設定、 定義できます。 本プ ラグイ ンではきめ細かい制御が可能で、 フ ァーム全
体、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ン、 または個別のコ ンテンツ ・ データベースをバッ クア ッ プおよびリ ス ト アで

きるため、 ダウン タ イムを 小限に抑えられます。 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが統合されるため、 データの
保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧および業務継続性の目標が満た される とい う安心感を得る こ と
ができます。

主な利点
• プ ラグイ ン ・ システム構築時の確実性を向上 ： 本プ ラグイ ンでは、 スク リ プ ト の作成は必要あ り ません。

また、 多様な リ カバリ ・ シナリ オに対応できる柔軟性を備えています。 SharePoint PowerShell Cmdlets
および STSADM ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 本プ ラグイ ンは SharePoint Farm 全体 （設定データベース

と共有サービス ・ プロバイダ （SSP） や個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを含む） をバッ クア ッ プするため

の柔軟性を提供し ます。

本プ ラグイ ンのバッ クア ッ プ機能には、 以下のものもあ り ます。

▪ データ をオン ラ イ ンでアクセス可能にし た状態でフル、 および差分バッ クア ッ プを実行する

▪ 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ

プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ作業を
おろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 SharePoint データが保

護されている こ とが分かっているため、 IT 管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： Plug-in for SharePoint では、 DBA は、 リ カバリ ・ プロセス

に必要なそれぞれのコマン ド を発行する と きに介入を 小限に抑え、 それによ って さ まざまなバッ ク
ア ッ プ ・ デバイスからのよ り高速で信頼性の高い リ カバリ を実現し ます。 また、 本プ ラグイ ンでは、
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フ ァーム全体、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ン、 および個別のコ ンテンツ ・ データベースを復元するため

の詳細なレベルの制御を提供する こ と で、 ダウン タ イムを 小限に抑えます。

この他、 Plug-in for SharePoint は以下のリ ス ト アおよびリ カバリ機能を備えています。

▪ フル、 および差分リ ス ト ア

▪ フ ァーム全体、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ン、 または個別のコ ンテンツ ・ データベースのリ ス ト

ア

▪ 代替 SharePointFarm へのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの移動

▪ 同じ または代替の SharePointFarm へのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効に活用

し ます。 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とが

できます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、 複数の

SharePoint イ ンス タ ンス、 その他の専用データベース、 または一般的なバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルで共有

される物理テープ ・ ラ イブ ラ リ にも、 そのジ ョ ブを複製できます。

Plug-in for SharePoint によ って、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ に備えて、 お使いの SharePoint 環境が保護さ

れ、 オフサイ ト に保存されている とい う安心感が得られます。 同時に、 経験が浅 く ても リ ス ト アを開始
できるため、 ダウン タ イムが短縮され、 ビジネス継続性が高まる こ とから、 管理者は常時待機し ている
必要がな く な り ます。

機能概要
• データ をオン ラ イ ンでアクセス可能にし た状態でフル、 および差分バッ クア ッ プを実行する

• 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ

• サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン ・ レベルまで保護

• フ ァーム全体、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ン、 または個別のコ ンテンツ ・ データベースのリ ス ト ア

• 代替 SharePointFarm へのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの移動

• 同じ または代替の SharePointFarm へのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

対象ユーザー
ルーチンのバッ クア ッ プ操作の作成および実行にデータベース管理者の高度なスキルは必要あ り ませんが、 効率
性の高いバッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の策定にはこのスキルが必要です。
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参考資料
Quest は、 本プ ラグイ ンの設定時および使用中に以下のド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用できるよ う準備し て

お く こ と をお勧めし ます。

• Microsoft SharePoint のマニュアル ： https://docs.microsoft.com/en-us/sharepoint/sharepoint-server

• STSADM コ マン ド ラ イ ン ・ ツール ： http://technet.microsoft.com/en-
us/library/cc261956(v=office.12).aspx

• SharePoint PowerShell Cmdlets: https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/sharepoint-
server/?view=sharepoint-ps

• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン

▪ Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サー

バーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の

使用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ Quest NetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ

リ テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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2

プ ラグイ ンの構成、 イ ンス ト ールおよ
び削除

• プ ラグイ ン ・ システム構築

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

プラグイ ン ・ システム構築
Microsoftは、 単一のサーバー、 小規模フ ァーム、 またはスケールアウ ト されたフ ァームへのSharePoint環境の導

入をサポー ト し ています。 これらのそれぞれの環境でのプ ラグイ ン ・ システム構築は、 SharePoint Webサー

バーのロールを実行し ているサーバーへのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールとほぼ同様です。 SharePoint環境全体また

はフ ァームのバッ クア ッ プは、 プ ラグイ ンのこの1つのイ ンス ト ールから実行されます。

次の ト ピ ッ クでは、 単一サーバー、 小規模フ ァーム、 またはスケールアウ ト されたフ ァームへのプ ラグイ ンの導
入、 およびそれぞれのタ イプの導入に必要な前提条件について説明し ます。

• SharePoint 2010、 2013、 2016の用語

• 単一サーバーへの導入

• 小規模フ ァームへの導入

• スケールアウ ト されたフ ァームへの導入
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SharePoint 2010、 2013、 2016の用語

SharePointに含まれる各種サービスは、 使用し ているバージ ョ ンによ って名前が異な り ます。 本書では、 次の汎

用的なサービス名が使用されています。

表1. 汎用的なサービス名

汎用的なサー
ビス名

Microsoft 
SharePoint 
Foundation 2010

Microsoft 
SharePoint 
Server 2010

Microsoft 
SharePoint 
Foundation 2013

Microsoft 
SharePoint 
Server 2013

Microsoft 
SharePoint 
Server 2016

SharePoint 
Administration

SharePoint 2010 
Administration

SharePoint 2010 
Administration

SharePoint 
Administration

SharePoint 
Administration

SharePoint 
Administration

SharePoint 
Timer

SharePoint 2010 
Timer

SharePoint 2010 
Timer

SharePoint Timer 
Service

SharePoint Timer 
Service

SharePoint Timer 
Service

SharePoint 
Tracing

SharePoint 2010 
Tracing

SharePoint 2010 
Tracing

SharePoint 
Tracing Service

SharePoint 
Tracing Service

SharePoint 
Tracing Service

SharePoint 
Search

SharePoint 
Foundation 
Search V4

— SharePoint 
Server Search 

14a

— SharePoint 
Foundation 
Search V4

a. フルテキス ト のイ ンデッ クス作成と検索機能が強化されています。 SharePointのユーザー ・ コ ンテンツ検索の

ためのSharePoint Foundation Searchサービスを置き換えます。

SharePoint 
Server Search 15

SharePoint 
Server Search 15

SharePoint 
Server Search 15
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単一サーバーへの導入
単一サーバーへの導入では、 SharePoint SQL Serverイ ンス タ ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 およびWeb
サーバーがすべて同じ コ ンピ ュータ またはサーバー上に存在し ます。 プ ラグイ ンが単一サーバーにイ ンス ト ール
され、 このサーバーからすべてのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行し ます。

図1. 単一サーバーへの導入に導入されたプラグイ ン

単一サーバーへの導入の前提条件
以下の前提条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• ローカル ・ コ ンピ ュータの管理者グループのメ ンバーであるユーザー ・ アカウン ト を設定し ます。

• SharePoint Serverに一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 こ こに、 SharePoint PowerShell 
CmdletsまたはSTSADMによ って作成された一時的なバッ ク ア ッ プ ・ パッ ケージが格納されます。

すべてのバッ クア ッ プは、 このデ ィ レ ク ト リ に、 バッ クア ッ プ ・ パッ ケージ と呼ばれる情報を格納し ま
す。 フル ・ バッ クア ッ プは、 それ以降のすべての差分バッ クア ッ プのベースになるため、 フル ・ バッ ク
ア ッ プのバッ クア ッ プ ・ パッ ケージは、 差分バッ クア ッ プを実行するために必要です。 このため、 Quest
は、 バッ クア ッ プ ・ シーケンスのすべてのバッ クア ッ プで同じデ ィ レ ク ト リ を使用する こ と をお勧めし
ます。 また、 Questは、 新しいフル ・ バッ クア ッ プを実行する前に、 このデ ィ レ ク ト リ を ク リーン ・ ア ッ

プする こ と をお勧めし ます。

• Windowsのコ ン ト ロール ・ パネルで ［SharePoint管理］ サービスが起動し ている こ と を確認し ます。 こ

のサービスは、 単一サーバーへの導入の場合、 デフ ォル ト では開始されません。
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小規模フ ァームへの導入
小規模フ ァームへの導入では、 SharePoint SQL Serverイ ンス タ ンスは専用サーバーに、 アプ リ ケーシ ョ ン ・

サーバーとWebサーバーはと もにそれとは別のサーバーに配置されます。 プラグイ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン ・

サーバーとWebサーバーが常駐し ているサーバーにイ ンス ト ールされ、 このサーバーからすべてのバッ ク ア ッ プ

およびリ ス ト アを実行し ます。

図2. 小規模フ ァームへの導入に導入されたプラグイ ン

小規模フ ァームへの導入の前提条件
以下の前提条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 次の条件で ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト を作成し ます。

▪ SharePointセ ッ ト ア ッ プが実行し ている各サーバーの管理者グループのメ ンバーである。

▪ 次のSQL Serverのセキュ リ テ ィ ・ ロールのメ ンバーである。

▫ Logins

▫ Securityadmin

▫ Dbcreator

• SharePoint 2013以降では、 ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト に 「SP_DATA_ACCESS」 ロールがある こ

と を確認し ます。 詳細は、 「SharePoint 2013以降に対する 「SP_DATA_ACCESS」 ロールの割り当て」

を参照し て く だ さい。

• 一時フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 こ こに、 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADM
によ って作成された一時的なバッ クア ッ プ ・ パッ ケージが格納されます。

小規模フ ァームでは、 UNC （Universal Naming Convention） 共有パス （\\machine_name\SPbackup、

など） を使用し て、 SQL Serverデータベース と検索コ ンポーネン ト が同じ場所に書き込まれるよ う にし

ます。 このデ ィ レ ク ト リは存在し、 SharePoint Farm内のすべてのサーバーからアクセスできる必要があ

り ます。

さ らに、 フ ァ イル共有のアクセス許可 「変更」 および 「読み取り」 がド メ イ ン ・ アカウン ト のユーザー
に付与されている こ と を確認し ます。

すべてのバッ クア ッ プは、 このデ ィ レ ク ト リ に、 バッ クア ッ プ ・ パッ ケージ と呼ばれる情報を格納し ま
す。 フル ・ バッ クア ッ プは、 それ以降のすべての差分バッ クア ッ プのベースになるため、 フル ・ バッ ク
ア ッ プのバッ クア ッ プ ・ パッ ケージは、 差分バッ クア ッ プを実行するために必要です。 このため、 Quest
は、 バッ クア ッ プ ・ シーケンスのすべてのバッ クア ッ プで同じデ ィ レ ク ト リ を使用する こ と、 および新
しいフル ・ バッ クア ッ プを実行する前に、 このデ ィ レ ク ト リ を ク リーン ・ ア ッ プする こ と をお勧めし ま
す。
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• Windowsサービスで ［SharePoint管理］ サービスが起動し ている こ と を確認し ます。 このサービスは、

小規模フ ァームへの導入の場合、 デフ ォル ト では開始されません。

スケールアウ ト されたフ ァームへの導入
スケールアウ ト されたフ ァームへの導入では、 SharePoint SQL Serverイ ンス タ ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サー

バー、 およびWebサーバーがそれぞれ1台の専用サーバー上に存在し ます。 オプシ ョ ンで、 SharePoint管理者は、

余分の専用Webサーバーを導入できます。 プ ラグイ ンは単一のWebサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー

にイ ンス ト ールされ、 このサーバーからすべてのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アを実行し ます。

図3. スケールアウ ト されたフ ァームへの導入に導入されたプラグイ ン

スケールアウ ト されたフ ァームへの導入の前提条件
以下の前提条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 次の条件で ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト を作成し ます。

▪ SharePointセ ッ ト ア ッ プが実行し ている各サーバーの管理者グループのメ ンバーである。

▪ 次のSQL Serverのセキュ リ テ ィ ・ ロールのメ ンバーである。

▫ Logins

▫ Securityadmin

▫ Dbcreator

• SharePoint 2013以降では、 ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト に 「SP_DATA_ACCESS」 ロールがある こ

と を確認し ます。 詳細は、 「SharePoint 2013以降に対する 「SP_DATA_ACCESS」 ロールの割り当て」

を参照し て く だ さい。

• 一時フ ァ イル用のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 こ こに、 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADM
によ って作成された一時的なバッ クア ッ プ ・ パッ ケージが格納されます。

重要 ： 関連付けられていないSharePoint Farmは、 一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リに同じUNC共有を使

用し ないで く ださい。 使用した場合、 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのバッ クア ッ

プ履歴に無関係なフ ァームのバッ クア ッ プが含まれ、 必要もな く 複雑になる可能性があり ます。
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スケールアウ ト されたフ ァームでは、 UNC共有パス （\\machine_name\SPbackup、 など） を使用し て、

SQL Serverデータベース と検索コ ンポーネン ト が同じ場所に書き込まれるよ う にし ます。 このデ ィ レ ク

ト リは存在し、 SharePoint Farm内のすべてのサーバーからアクセスできる必要があ り ます。

さ らに、 フ ァ イル共有のアクセス許可 「変更」 および 「読み取り」 がド メ イ ン ・ アカウン ト のユーザー
に付与されている こ と を確認し ます。

すべてのバッ クア ッ プは、 このデ ィ レ ク ト リ に、 バッ クア ッ プ ・ パッ ケージ と呼ばれる情報を格納し ま
す。 フル ・ バッ クア ッ プは、 それ以降のすべての差分バッ クア ッ プのベースになるため、 フル ・ バッ ク
ア ッ プのバッ クア ッ プ ・ パッ ケージは、 差分バッ クア ッ プを実行するために必要です。 このため、 Quest
は、 バッ クア ッ プ ・ シーケンスのすべてのバッ クア ッ プで同じデ ィ レ ク ト リ を使用する こ と をお勧めし
ます。 また、 Questは、 新しいフル ・ バッ クア ッ プを実行する前に、 このデ ィ レ ク ト リ を ク リーン ・ ア ッ

プする こ と をお勧めし ます。

• Windowsサービスで ［SharePoint管理］ サービスが起動し ている こ と を確認し ます。 このサービスは、

スケールアウ ト されたフ ァームへの導入の場合、 デフ ォル ト では開始されません。

SharePoint 2013以降に対する

「SP_DATA_ACCESS」 ロールの割り当て
「SP_DATA_ACCESS」 データベース ・ ロールはSharePoint 2013以降のデータベース ・ アクセスのデフ ォル ト ・

ロールですが、 Questは、 ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト に 「SP_DATA_ACCESS」 ロールがある こ と を確認

する こ と をお勧めし ます。

1 SharePoint SQL Serverインスタ ンスが存在するサーバーで、 SQL Server Management Studioを開きます。

2 オブジ ェ ク ト ・ エクスプローラで、 ［セキュ リ テ ィ ］ フ ォルダに移動し ます。

3 ［セキュ リ テ ィ ］ フ ォルダの下の ［ログイ ン］ を選択し ます。

4 ド メ イ ン ・ ユーザー ・ アカウン ト の名前を右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

5 ［ログイ ン ・ プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ユーザー ・ マ ッ ピング］ を選択し ます。

6 データベースのリ ス ト で、 SharePoint設定データベースを選択し ます。

例 ： SharePoint_Config

7 ［データベース ・ ロールのメ ンバーシ ッ プ］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ Public

▪ SharePoint_Shell_Access

▪ SPDataAccess

▪ WSS_Content_Application_Pools

また、 Questは、 「db_accessadmin」 ロールを選択する こ と をお勧めし ます。

8 他のSharePoint設定データベースに同じ ロールのメ ンバーシ ッ プを追加し ます。 これには、 次のものが含

まれます。

▪ SharePoint_AdminContents

▪ SharePoint_Config

▪ WSS_Content

9 変更を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： 関連付けられていないSharePoint Farmは、 一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リに同じUNC共有を使

用し ないで く ださい。 使用した場合、 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのバッ クア ッ

プ履歴に無関係なフ ァームのバッ クア ッ プが含まれ、 必要もな く 複雑になる可能性があり ます。 
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プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド

1 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

c 次のページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 SharePoint Serverがあるマシンを選択し て、 ［管理］ を ク

リ ッ ク し ます。

c ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの.npkイ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ

ンス ト ール用CDや、 Webサイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ールCDでは、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはOSによ って異な り ます。

3 「sps-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxxはバージ ョ ン番号と プ ラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 [プ ラグイ ンのイ ンス ト ール]を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、

［Plug-in for SharePoint］ を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ま

す。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト のOSと プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を1つのみ選択できます。
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3

プ ラグイ ンの設定

• デフ ォル ト 設定の構成

デフ ォル ト 設定の構成
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for SharePoint］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

4 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

▪ ［Windows 管理者のユーザー名］ ： 単一サーバーへの導入の場合は、 「.\username」 形式でユー

ザー名を入力し ます。 このユーザー名は、 ローカル ・ コ ンピ ュータの管理者グループのメ ンバー
です。

小規模およびスケールアウトされたファームの場合は、「DOMAIN\username」の形式でドメインの

ユーザー名を入力します。アカウントが、先に「小規模ファームへの導入の前提条件」および
「スケールアウトされたファームへの導入の前提条件」で説明された前提条件を満たしていること
を確認します。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま
す。 セキュ リ テ ィ のため、 このフ ィ ールドはデフ ォル ト でブ ラ ン ク表示されます。

▪ ［PowerShell フ ァ イル名 （フル ・ パス と実行形式フ ァ イル名を入力し ます）］ ： このフ ィ ールド に

は、 PowerShell 実行形式フ ァ イルのデフ ォル ト の場所、

「C:\Windows\System32\WindowsPowerShell\v1.0\PowerShell.exe」 が自動的に入力されます。

別の場所を使用し ている場合は、 新しい場所を入力し てフ ィ ールド を更新し ます。

▪ ［SharePoint PowerShell スナ ッ プイ ン］ ： このフ ィ ールド には、 SharePoint 用 Windows 
PowerShell スナ ッ プイ ンのデフ ォル ト 名、 「Microsoft.SharePoint.PowerShell」 がプラグイ ンに

よ って自動的に入力されます。 別の名前を使用し ている場合は、 新しい名前を入力し てフ ィ ール
ド を更新し ます。

▪ ［STSADM フ ァ イル名 （フル ・ パス と実行形式フ ァ イル名を入力し ます）］ : ： STSADM コマン

ド ・ ラ イ ン ・ ツールを指すフル ・ パス と実行形式フ ァ イル名を入力し ます。 た と えば、
「C:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server 
Extensions\<version>\BIN\stsadm.exe」 のよ う にな り ます。 <version> は、 SharePoint 2010 の

場合は 「14」、 SharePoint 2013 の場合は 「15」、 SharePoint 2016 の場合は 「16」 で置き換えま

す。 デフ ォル ト では、 Web 拡張がイ ンス ト ールされているデ ィ レ ク ト リへのパスがプ ラグイ ンに

よ って入力されます。

メ モ ： デフ ォル ト の ［Windows 管理者名］ を指定するには、 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを使用し ます。
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▪ すべてのリ ス ト アに対し て STSADM ツールを使用し ます ： デフ ォル ト では、 プラグイ ンは

SharePoint PowerShell Cmdlets を使用し て リ ス ト アを実行し ます。 プラグイ ンが代わり に

STSADM ユーテ ィ リ テ ィ を使用するよ う に指定する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ ： 一時的な SharePoint バッ クア ッ プ ・ パッ ケージを保存するデ ィ レ

ク ト リ を指定し ます。

小規模およびスケールアウトされたファームでは、UNC共有パス（\\machine_name\SPbackup、

など）を使用して、SQL Serverデータベースと検索コンポーネントが同じ場所に書き込まれるよ

うにします。このディレクトリは存在し、SharePoint Farm内のすべてのサーバーからアクセスで

きる必要があります。詳細は、「プラグイン・システム構築」を参照してください。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リから （Days - 0 = never） よ り以前のバッ クア ッ プを削除する］ ： この

オプシ ョ ンを使用し て、 SharePoint Farm の正常に実行されたフル ・ バッ クア ッ プが、 完了し て

から テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に保存される期間を指定し ます。 デフ ォル ト 設定は 「30」 です。

削除を無効にし て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に格納されているすべてのバッ クア ッ プを保持す
るには 「0」 を入力し ます。

▪ ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ ： このエラー状態が発生し た場合、 プ ラグイ
ンは以下のいずれかを実行できます。

▫ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］

とい う ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］

とい う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブ失敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ失敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ
ト は保持されません。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も
削除されます。

メ モ ： このオプシ ョ ンは、 特定のバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を リ ス ト アする前に選択でき
ます。 または、 いつも このオプシ ョ ンを使用するよ う に指定する こ と もできます。

重要： 新のフル・バックアップのバックアップ・パッケージが削除または再配置されて指
定されたディレクトリにはなくなった場合、すべての差分バックアップは失敗します。差分
バックアップ・ジョブが正常に完了する前に、新しいフル・バックアップ・ジョブを実行し
ます。

重要： このオプションは、SharePoint Farmにのみ適用されます。サイト・コレクションの

バックアップ（サイト・コレクションごとにファイルを1つだけ生成する）には影響しませ

ん。 
 
このオプションは、テンポラリ・ディレクトリのみを対象にし、NetVault Backupメディア・

マネージャによって維持および監視されているファイルには影響しません。 
 
このオプションを使用するには、システムに使用される日付と時刻の形式とSharePointで使

用される形式が一致する必要があります。詳細は、「トラブルシューティング」を参照して
ください。
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以下のいずれかの状況が発生した場合、本プラグインは［選択したアイテムのバックアップが不
完全の場合］設定を上書きし、画面に示すとおりの処理を実行します。

▫ 致命的なエラーが発生し た場合、 ジ ョ ブは 「バッ クア ッ プ失敗」 ステータ スを返し ます。

▫ バッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト が読み取り専用フ ァ イルグループであるデータベース上で、 部
分バッ クア ッ プまたは差分部分データベースのバッ クア ッ プが実行された場合、 ジ ョ ブは
［バッ クア ッ プは警告で完了し ま し た］ ステータ スを返し ます。

5 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

アカウン ト が正し く 設定されていれば、 ［SharePoint APM］ ノ ー ド を ク リ ッ クする と、 使用可能な

フ ァームが表示されます。
Quest NetVault Backup Plug-in for SharePoint 12.1 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンの設定
17



4

データのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の定義

• バッ クア ッ プの実行

バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の定義
SharePointのバッ クア ッ プを作成する目的は、 メ デ ィ ア障害またはデータの破損によ って損傷し たSharePoint 
Farmを リ カバリする こ と です。 バッ ク ア ッ プを使用し て確実に リ カバリするには、 定義されたビジネス要件を

考慮し て、 データの可用性を 大限に確保し ながらデータ損失を 小限に抑えるよ う 戦略を策定する必要があ り
ます。

戦略は、 バッ クア ッ プ要素と リ ス ト ア要素の2つの要素からな り ます。

• バッ クア ッ プ要素では、 データベースの可用性確保およびデータ損失の 小化の目標を達成するために
必要なバッ クア ッ プのタ イプ と実行頻度を定義し ます。

• リ ス ト ア要素では、 リ ス ト アの実行責任者と、 特定タ イプの損傷または障害から リ カバリするためにど
のよ う な リ ス ト アを実行するかを定義し ます。

利用可能なバッ クア ッ プ方法
SharePoint Farm全体または個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンをバッ クア ッ プおよび復元するために、 本プ ラグイ ン

では、 以下のバッ クア ッ プ方法を使用できます。

• SharePoint PowerShell Cmdlets: SharePoint PowerShellベースのCmdletsはMicrosoftが提供する コ マン

ド で、 さ まざまな操作を実行できます。

• STSADM: STSADMはMicrosoft提供のツールで、 SharePointサーバーとサイ ト を コマン ド ラ イ ンで管理し

ます。
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SharePointのバッ クア ッ プ ・ プロセスについて

図4. SharePointのバッ クア ッ プ ・ プロセスの概要

1 ユーザがNetVault Backup WebUIでバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 選択し たバッ クア ッ プ方法 （SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADM） によ って、 プラグイ ンは

ジ ョ ブ定義を対応するSharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのバッ クア ッ プ ・ コマン ド に変換

し ます。

3 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMは、 バッ クア ッ プ ・ コマン ド を実行し て、 SharePointか
らデータ を読み取り、 そのバッ クア ッ プをNetVault Backupによ って管理されるバッ クア ッ プ ・ デバイス

に保存し ます。

タ イプの確認
プ ラグイ ンでは、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用できます。

• フル ・ バッ クア ッ プ

• 差分バッ クア ッ プ

• 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン

SharePointの導入を完全に保護するために、 次の項目のバッ クア ッ プが使用可能です。 詳細については、

NetVault BackupおよびPlug-in for FileSystemを使用し て保護する追加アイテムを参照し て く だ さい。

• カス タ マイズ

• 代替アクセス ・ マ ッ ピング

• SharePoint Farmの設定

フル ・ バッ クア ッ プ
フル ・ バッ クア ッ プは実行できるバッ クア ッ プ ・ タ イプの中で も一般的なものです。 SharePoint Farm全体を

バッ クア ッ プ し て、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ、 メ デ ィ ア障害、 または多数のコ ンテンツ ・ データベースまたはサイ
ト ・ コ レ クシ ョ ンのデータ破損に備えます。

フル ・ バッ クア ッ プではバッ クア ッ プの容量が大き く な り時間が長 く なるため、 通常は差分バッ クア ッ プをよ り
頻繁に作成し て補足し ます。 フル ・ バッ クア ッ プでは、 1つのステ ッ プでSharePoint Farmを再作成できます。 そ
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のために、 同じ フル ・ バッ クア ッ プから フ ァーム全体を リ ス ト アする こ と も、 個々のWebアプ リ ケーシ ョ ンまた

はコ ンテンツ ・ データベースを リ ス ト アする こ と もできます。

NetVault Backup ［セレ クシ ョ ン］ ページで個々のWebアプ リ ケーシ ョ ンまたはサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが選択さ

れている場合でも、 フル ・ バッ クア ッ プ中にはSharePoint Farm全体がバッ クア ッ プ されます。 フル ・ バッ ク

ア ッ プはその他のいかなるバッ クア ッ プにも依存する こ と な く 、 ひとつの手順で リ ス ト アする こ とができます。

差分バッ クア ッ プ
差分バッ クア ッ プでは、 後のフル ・ バッ クア ッ プ以降に変更されたデータのみをバッ クア ッ プ し ます。 差分
バッ クア ッ プはフル ・ バッ クア ッ プよ り も少量で高速なため、 データ損失のリ スクが軽減されます。

差分バッ クア ッ プは、 一部のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが他のコ レ クシ ョ ンよ り頻繁に変更される場合に便利です。
この場合、 フル ・ バッ クア ッ プに伴う オーバーヘ ッ ド を負う こ と な く 、 差分バッ クア ッ プによ って頻繁にバッ ク
ア ッ プを実行できます。

差分バッ クア ッ プには、 「ベース」 と なるバッ クア ッ プ （フル ・ バッ クア ッ プ） が常に必要と な り ます。 先にフ
ル ・ バッ クア ッ プを実行し ないで差分バッ クア ッ プを実行する と、 バッ クア ッ プは失敗に終わり、 さ らに
SharePoint Farmの適切な リ ス ト アやリ カバリができな く な り ます。

個別のサイ ト ・ コ レ ク シ ョ ン
個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プは、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのサブセ ッ ト のみを保護する場合
や、 1つまたは複数のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンをテス ト 環境に複製する場合に、 理想的なオプシ ョ ンです。 個別の

サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プは、 確立されたバッ クア ッ プ ・ シーケンスから独立し ているため、 フ ァー
ムのフル ・ バッ クア ッ プ、 または差分バッ クア ッ プのリ カバリ可能性には影響し ません。 ただ し、 フル ・ バッ ク
ア ッ プや差分バッ クア ッ プ戦略の代わり と し ては使用し ないで く だ さい。

バッ クア ッ プ ・ シーケンス例
以下に、 SharePointのデータ保護要件を満たすために実装できる、 複数のリ ス ト ア ・ シナ リ オに対応可能なバッ

クア ッ プ ・ シーケンスの例をい く つか示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： 要件によ って前日までのデータ保護が保証されている状況で、 以下の1つまた

は複数の条件に該当する場合、 フル ・ バッ クア ッ プを毎晩実行すれば十分です。

▪ バッ クア ッ プ時間枠が大きい。

▪ データベースが小さい

▪ SharePoint Farm全体で更新が頻繁でない。

▪ データベースがテス ト または開発目的にのみ使用される。

• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プの併用 ： 要件によ って前日までのデータ保護が保証されている
状況で、 バッ クア ッ プ時間をできる限り短縮する必要がある場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ ク
ア ッ プを組み合わせた戦略が有効です。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後11時に実行

し、 差分バッ クア ッ プを月曜日から土曜日の午後11時に実行し ます。 各差分バッ クア ッ プには、 後の

フル ・ バッ クア ッ プ （差分ベース） 以降のすべての変更が含まれます。

リ カバリ をいつ実行するかに関係な く 、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火曜日に
リ カバリ を実行する場合、 日曜日に実行し たフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日に実行し た差分バッ クア ッ プ
を リ ス ト アする必要があり ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ
プ と水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。

差分バッ クア ッ プは後になるほどサイズが大き く な り、 時間も長 く な り ますが、 実行する必要のある リ
ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。
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バッ クア ッ プの実行
プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行中に、 バッ
クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 増分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分バッ クア ッ プにセレ ク
シ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレポー ト し ます。 詳し く は、
『Quest NetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、

40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for SharePoint］ を開 く と、 ［フ ァーム］ ノ ー ドが表示されます。

5 フル ・ バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プを実行する場合は、 ［フ ァーム］ ノ ー ド を選択し ます。

［フ ァーム］ または ［ルー ト ］ ノ ー ド を選択する と、 すべてのアイテムが自動的に選択されます。

6 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プを実行する場合、 ［フ ァーム］ ノ ー ド を展開し てWebアプ リ

ケーシ ョ ンのアイ コ ンを表示し、 選択ツ リーで該当する ［サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ ノ ー ド に移動し、
バッ クア ッ プに含めるサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを選択し ます。

次のオブジ ェ ク ト のグループを選択できます。

▪ Webアプ リ ケーシ ョ ンのすべてのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン

▪ 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［選択］ リ ス ト か
らセ ッ ト を選択し ます。

重要 ： 選択ツ リーで ［フ ァーム］ ノ ー ドが選択されている場合 （すべての項目には白の背景で緑の
チ ェ ッ クマークが付いている）、 ［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブでバッ クア ッ プ ・ タ イプ と し て
［フル］ または ［差分］ を選択し ます。
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7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は 大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ SharePoint PowerShell Cmdletsの使用 ： Cmdletsを使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ SharePoint Team Server Administration （STSADM） ツールの使用 ： STSADMを使用し てバッ

クア ッ プを実行するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ フル ： SharePoint Farm全体をバッ クア ッ プするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 差分 ： 後に実行されたフル ・ バッ クア ッ プ以降に更新されたデータ をバッ クア ッ プする場合に、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

重要 ： 以下の事項に注意する必要があ り ます。

• Webアプ リ ケーシ ョ ンにサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが含まれていない場合、 ［サイ ト ・ コ レ ク

シ ョ ン］ ノ ー ドは展開し ません。

• ［セレ クシ ョ ン］ ページで細分化された一連のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが選択されている場合、
すなわち個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンは白い背景で緑色のチ ェ ッ クマークが表示されている
のに対し、 ［フ ァーム］ ノ ー ドはグレーの背景で緑色のチ ェ ッ クマークが表示されている と
きは、 バッ クア ッ プ ・ タ イプ と し て ［個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ を選択し ます。

• SharePoint環境に数千の個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンがある場合は、 ［サイ ト ・ コ レ クシ ョ

ン］ ノ ー ド を展開するのに数分かかる こ とがあ り ます。 Questは、 も重要なサイ ト ・ コ レ

クシ ョ ンを保護するためには ［個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ のバッ クア ッ プ ・ タ イプだけ
を使用する こ と をお勧めし ます。 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが数千もある場合は、 それら
すべてを1つのバッ クア ッ プに含めないで く ださい。 すべてを含める と、 そのバッ ク ア ッ

プ ・ ジ ョ ブは失敗し ます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ま
す。

重要 ： NetVault Backup ［セレ クシ ョ ン］ ページで ［フ ァーム］ ノ ー ド を選択し た場合は、

［フル］ または ［差分］ を選択し ます。

重要 ： フル ・ バッ クア ッ プの完了後にコ ンテンツ ・ データベースがSharePoint SQL Server
イ ンス タ ンスに追加される と、 差分バッ クア ッ プは失敗し、 SharePoint PowerShell Cmdlets
またはSTSADMの次のよ う なエラーが発生し ます。 「現在のデータベースのバッ クア ッ プが

存在し ないため、 データベースの差分バッ クア ッ プを実行できません」 と表示されます。 こ
のエラーを回避するには、 フル ・ バッ クア ッ プを完了し てから追加の差分バッ クア ッ プを実
行し て く だ さい。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日に実行し、 差分バッ クア ッ プ
を月曜日から土曜日の夜に実行し、 水曜日の午後に新しいコ ンテンツ データベースに保存

された新しいWebアプ リ ケーシ ョ ンが作成された場合、 水曜日の夜の差分バッ ク ア ッ プは失

敗し ます。 差分バッ クア ッ プを正常に完了させるには、 フル ・ バッ クア ッ プを実行する必要
があり ます。
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▪ 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン ： 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのサブセ ッ ト をバッ クア ッ プする場
合や、 1つまたは複数のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンをテス ト 環境に複製する場合は、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。

4 ［追加オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ スレ ッ ド数 ： フル ・ バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プ
中に使用するスレ ッ ド数を指定し ます。 デフ ォル ト は 「1」 です。 Microsoftの推奨値は 「3」 です。

スレ ッ ドの数が少ないほど、 バッ クア ッ プ ・ ログ ・ フ ァ イルの読み取りが簡単にな り ます。

▪ 選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合 （個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ
でのみ使用可能） ： 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プに複数のアイテムが含まれてい
て、 選択されたアイテムのう ちプ ラグイ ンで正し く バッ クア ッ プできないアイテムがある場合、
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定できます。 た と えば、 ジ ョ ブに5つの

サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが含まれ、 4番目までのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンは正し く バッ ク ア ッ プ された

が5番目のバッ クア ッ プに失敗し た場合、 そのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブによ って実行するアク シ ョ ン

を指定できます。 プ ラグイ ンは、 以下のいずれかを実行できます。

▫ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］

とい う ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］

とい う ステータ スが返されます。 エラーはNetVault Backupバイナリ ・ ログに記録され、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブ失敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ失敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ
ト は保持されません。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も
削除されます。

▪ 一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ ： このフ ィ ールド には、 SharePointのために一時的なバッ クア ッ プ ・

パッ ケージを保存するデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 デフ ォル ト では、 このフ ィ ールド には ［設定］
ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し たデ ィ レ ク ト リが表示されます。 ただ し、 ジ ョ ブご とに上書きは
できます。

小規模およびスケールアウ ト されたフ ァームでは、 UNC共有パスを使用し て、 SQL Serverデータ

ベース と検索コ ンポーネン ト が同じ場所に書き込まれるよ う にし ます。 詳細は、 「プ ラグイ ン ・ シ
ステム構築」 を参照し て く だ さい。

5 セ ッ ト を保存するには ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入
力し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

重要 ： NetVault Backup ［セレ クシ ョ ン］ ページで細分化された一連のサイ ト ・ コ レ クシ ョ

ンが選択されている場合は、 ［個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ を選択し ます。

重要 ： 新のフル ・ バッ クア ッ プのバッ クア ッ プ ・ パッ ケージが削除または再配置されて指
定されたデ ィ レ ク ト リ にはな く なった場合、 すべての差分バッ クア ッ プは失敗し ます。 差分
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが正常に完了する前に、 新しいフル ・ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行し
ます。
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ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン

設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべてのNetVault Backupプラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。
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5

データのリ ス ト ア

• SharePoint のリ ス ト ア ・ プロセスについて

• SharePoint におけるバッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 単一のフル ・ バッ クア ッ プ、 フル＋差分のシーケンス、 または個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ ク
ア ッ プのリ ス ト ア

• その他のリ ス ト ア手順

SharePointのリ ス ト ア ・ プロセスについて
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンを使用し たフ ァーム、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、 および個別のコ レ クシ ョ ン ・ サ

イ ト のリ ス ト ア と リ カバリの概要について説明し ます。

図 5. リ ス ト ア ・ プロセスの概要

1 ユーザが NetVault Backup WebUI で リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを定義し ます。

2 本プ ラグイ ンは、 ジ ョ ブ定義を対応するSharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのリ ス ト ア ・ コ

マン ド に変換し ます。

3 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMは、 リ ス ト ア ・ コマン ド を実行し て、 NetVault Backup 
Serverによ って管理されているバッ クア ッ プ ・ デバイスからデータ を読み取り、 データ をSharePointに リ

ス ト ア し ます。

メ モ ： デフ ォル ト では、 本プ ラグイ ンは SharePoint PowerShell Cmdlets を使用し てすべてのリ ス

ト アを実行し ます。 ただ し、 代わり に STSADM を使用するよ う にプ ラグイ ンに指示する こ とがで

きます。 詳細については、 「デフ ォル ト 設定の構成」 の 「すべてのリ ス ト アに対し て STSADM ツー

ルを使用する」 の説明を参照し て く だ さい。
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使用可能な リ ス ト アのタ イプについて
リ ス ト アを正し く 実行するには、 使用可能な リ ス ト アのタ イプについて十分に理解し てお く 必要があ り ます。

• 単一のフ ァームのフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 単一のフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アは、 プ ラグイ
ンで リ ス ト ア ・ シーケンス と し て表示されます。 そのため、 一定の手順を実行し て、 単一のフル ・ バッ
クア ッ プを リ ス ト ア し、 そのリ カバリ されたデータ を SharePoint で使用できるよ う にレンダ リ ングする

必要があり ます。

• フ ァームのフル＋差分バッ クア ッ プ ・ シーケンスのリ ス ト ア ： た と えば、 毎週日曜日の午後 11 時にフ

ル ・ バッ クア ッ プが実行され、 さ らに月曜日から土曜日の午後 11 時に差分バッ クア ッ プが実行されてい

る とする と、 いつリ カバリ を実行するかによ ってどのバッ クア ッ プを リ カバリする必要があるかが決定
し ます。 （た と えば、 火曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日に実行し たフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日
に実行し た差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 木曜日に リ カバリ を実行する場合、 日曜
日のフル ・ バッ クア ッ プ と水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。） フル ・ バッ ク
ア ッ プを リ ス ト ア し た後で、 新の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

• 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ
を リ ス ト アする と き、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが属し ている Web アプ リ ケーシ ョ ンが存在する こ と

を確認し ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンが存在し ない場合は、 リ ス ト アを実行する前にその Web アプ リ

ケーシ ョ ンを再作成し ます。 次に、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンが格納されている コ ンテンツ ・ データ
ベースのステータ スが 「開始済み」 である こ と を SharePoint サーバー管理ユーテ ィ リ テ ィ で確認し ま

す。 これらの前提条件が満た されたら、 利用可能なバッ クア ッ プを リ ス ト アできます。

SharePointにおけるバッ クア ッ プのリ ス

ト ア
プ ラグイ ンを使用し て標準リ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

前提条件の検証
以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• サービス開始済み : ： ［サービス］ ウ ィ ン ド ウ （［ス ター ト ］ > ［コ ン ト ロール ・ パネル］ > ［管理ツール］ 
> ［サービス］ の順にク リ ッ ク し てアクセス し ます） で、 次のこ と を確認し ます。 サービス名の詳細につ

いては、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し て く だ さい。

▪ SharePoint 管理サービスが 「開始済み」 である こ と。

▪ Windows SharePoint Services Web Application、 または 1 つまたは複数の Web アプ リ ケー

シ ョ ンを含む細分化された リ ス ト アを実行し ている場合は、 SharePoint Timer サービスが 「停

止」 し ている こ と を確認する。 この手順では、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ中に更新の競合を回避し ます。

▪ 単一サーバーへの導入のための SSP を リ ス ト アする場合は、 SharePoint Timer サービスのス

テータ スは 「開始済み」 です。

重要 ： 必要な場合には、 フル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 Webアプ リ ケーシ ョ ンのみを リ ス ト アする とい

う オプシ ョ ン もあり ます。 フル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 管理者グループのメ ンバーである必
要があり ます。 管理者権限を持っていない場合は、 自分が権限を持っているWebアプ リ ケーシ ョ ンから

データ を リ ス ト アする こ とのみ、 可能です。 利用可能な権限がない リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始し た場合、
NetVault Backupによ って 「リ ス ト アに失敗し ま し た」 ステータ スが表示されます。 NetVault Backupのバ

イナリ ・ ログには、 「SharePoint PowerShell Cmdletsが失敗し ま し た」 または 「STSADMが失敗し ま し た」

とい う エラー ・ メ ッ セージが表示されます。 ステータ スにはリ ス ト アが完了できなかったこ とが示されま
すが、 自分が適切な権限を持っているデータはリ ス ト ア されます。
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• Web アプ リ ケーシ ョ ン ： Web アプ リ ケーシ ョ ン、 コ ンテンツ ・ データベース、 または個別のサイ ト ・ コ

レ クシ ョ ンを リ ス ト アする場合は、 その Web アプ リ ケーシ ョ ンが存在する こ と を確認し ます。 Web アプ

リ ケーシ ョ ンが存在し ない場合は、 リ ス ト アを実行する前にそれを再作成し ます。 この手順では、 各
Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作成されている こ と を確認し ます。

1 SharePointサーバー管理を開き、 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ タ ブを選択し ます。

2 ［SharePoint Webアプリケーション管理］セクションで、［Webアプリケーションを作成または拡

張］をクリックします。

3 ［SharePoint Webアプリケーションの追加］セクションで、［新しいWebアプリケーションを作成

する］をクリックします。

4 ［新しいWebアプリケーションの作成］ページで、新しいWebアプリケーションの設定を入力し

ます。［IIS Webサイト］と［データベース名］が、ソースであるSharePoint導入に存在するWeb
アプリケーションと一致することを確認します。

• コ ンテンツ ・ データベース : 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを リ ス ト アする と き、 その個別のサイ ト ・ コ レ

クシ ョ ンが格納されている コ ンテンツ ・ データベースのステータ スが 「開始済み」 である こ と を
SharePoint サーバー管理ユーテ ィ リ テ ィ で確認し ます。

1 SharePointサーバー管理を開き、 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ タ ブを選択し ます。

2 ［SharePoint Webアプリケーション管理］セクションで、［コンテンツ・データベース］をクリッ

クします。

3 利用可能なデータベースのステータスが「開始済み」であることを確認します。

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for SharePoint］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

次の表に、 バッ クア ッ プ ・ タ イプご との識別子を示し ます。

重要 ： SharePoint Webアプ リ ケーシ ョ ンをバッ クア ッ プ し て、 次にこのアプ リ ケーシ ョ ン

を新しいフ ァームにリ ス ト ア し た場合、 一部のSharePointのタ イマー ・ ジ ョ ブの定義は正常

にリ ス ト ア されません。 タ イマー ・ ジ ョ ブが確実に作成されるよ う に リ ス ト アを実行する前
にWebアプ リ ケーシ ョ ンを作成する必要があ り ますが、 それが不要になるよ う にする修正の

詳細については、 「http://support.microsoft.com/kb/942989」 を参照し て く ださい。

バックアップ方法 バックアップ・タイプ バックアップ・タイプ識別子

SharePoint PowerShell Cmdlets フル・バックアップ SP CMDLET FULL

差分バックアップ SP CMDLET DIFFERENTIAL

個別のサイト・コレクション SP CMDLET INDIVIDUAL SITE

STSADM フル・バックアップ STSADM FULL

差分バックアップ STSADM DIFFERENTIAL

個別のサイト・コレクション STSADM INDIVIDUAL SITE
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4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し て開きます。

このノ ー ド を開 く と、 データベース名が表示されます。 ［フ ァ イルおよびフ ァ イルグループ］ バッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト の場合は、 データベース ・ ノ ー ド を開き、 個別のフ ァ イルおよびフ ァ イルグループを
選択し ます。 その他のバッ クア ッ プ ・ タ イプでは、 さ らに ド リルダウンする と項目が表示されますが、
これらの項目は選択できません。

7 リ ス ト ア手順に含める利用可能なデータ を選択し ます。

フル ・ バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ プには、 フ ァーム全体、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ ン、 また

は個別のコ ンテンツ ・ データベースを リ ス ト アするオプシ ョ ンがあ り ます。 フル ・ バッ クア ッ プおよび
差分バッ クア ッ プの ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページには、 バッ クア ッ プに含まれているすべての
項目が表示されます。 ただ し、 SharePoint PowerShell Cmdlets または STSADM は、 すべての項目を細

分化された リ ス ト ア ・ セレ クシ ョ ンの対象にはできません。 対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが表示されな
い項目は、 親ノ ー ドが選択されている と自動的に リ ス ト ア されます。 た と えば、 ［共有検索イ ンデッ ク
ス］ は細分化された リ ス ト アには使用できません。 ただ し、 親である 「SharedService1」 がリ ス ト ア対

象に選択される と リ ス ト ア されます。 フル ・ バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プのタ ブに表示される
SharePoint オブジ ェ ク ト のタ イプを、 次の表に示し ます。

フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プを使用し て細分化された リ ス ト アを実行する場合は、 リ ス ト ア
対象の個別の項目のノ ー ドが選択されている こ と を確認し ます。 た と えば、 個別の Web アプ リ ケーシ ョ

ンを リ ス ト アする場合は、 ツ リーで利用可能な Web アプ リ ケーシ ョ ンの名前に移動し、 その Web アプ

リ ケーシ ョ ンのノ ー ド を選択し ます。 適切に選択された場合、 Web アプ リ ケーシ ョ ン ・ ノ ー ド には、 白

の背景で大きい緑のチ ェ ッ クマークが付きます。

親ノ ー ド を選択し ながら個別のサブ ・ ノ ー ド に赤い X を付けて除外し ないで く だ さい。 この組み合わせ

のために、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する こ とがあ り ます。 なぜなら、 SharePoint PowerShell Cmdlets お

よび STSADM では、 すべてのサブ ・ ノ ー ドや子ノ ー ド を リ ス ト ア し ないと親ノ ー ド を リ ス ト アできない

ためです。

個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プに含まれているすべてのサイ ト ・ コ レ
クシ ョ ンを リ ス ト アするか、 サブセ ッ ト のみを リ ス ト アする とい う オプシ ョ ンがあ り ます。

リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下のパラ メ ータ

を設定し ます （これらのオプシ ョ ンは、 すべての VSS バッ クア ッ プ ・ タ イプで利用できます）。

• 次のオプシ ョ ンは、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プに使用できます。

アイコン 名前

ファーム

Webサービス、SSP、グローバル検索の設定、または検索サービス

Webアプリケーション、ユーザー・プロファイル・アプリケーション、セッション状態の共

有アプリケーション、共有アプリケーションの検索、または検索サービス・インスタンス

設定、共有サービス、共有検索、またはコンテンツ・データベース
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▪ バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする ： 選択し たセーブセ ッ ト のバッ クア ッ プ ・ パッ
ケージを指定し た ［一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ］ に リ ス ト ア し て、 高度な リ ス ト ア ・ シナ リ オ
で使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 プ ラグイ ンは、
ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを リ ス ト ア し、 それら をそのまま残し ます。 プ ラグイ ンは、
フ ァ イルを SharePoint Farm にはリ ス ト ア し ません。 詳細は、 「その他のリ ス ト ア手順」 を参照し

て く だ さい。

▪ SQL Server のユーザー名 ： 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま
す。

• 次のオプシ ョ ンは、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プに使用できます。

▪ バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする ： 選択し たセーブセ ッ ト のバッ クア ッ プ ・ パッ
ケージを指定し た ［一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ］ に リ ス ト ア し て、 高度な リ ス ト ア ・ シナ リ オ
で使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 プ ラグイ ンは、
ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを リ ス ト ア し、 それら をそのまま残し ます。 プ ラグイ ンは、
フ ァ イルを SharePoint Farm にはリ ス ト ア し ません。 詳細は、 「その他のリ ス ト ア手順」 を参照し

て く だ さい。

▪ 既存の上書き ： 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プを同じ または代替のサーバーまたは
フ ァームにリ ス ト アする と きに、 既存の設定を上書きする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
このオプシ ョ ンがオフの場合、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンはリ ス ト ア先サーバーまたはフ ァー
ムに存在できません。 それ以外の場合は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗し ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設

定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 具体的な名前を指定し ます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。

重要 ： リ ス ト アに複数の項目を選択し た場合、 複数のSharePoint PowerShell Cmdletsまたは

STSADMのリ ス ト アは、 同じ プ ラグイ ンのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブで連続し て実行されます。 NetVault 
Backupのジ ョ ブ ・ ログを確認する と き、 エラーまたは警告を検索する と きはログ全体を確認し て く

だ さい。 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのログの終わり近 く のステータ スのみが、

後のSharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMのリ ス ト アのステータ スを反映し ます。
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サービスの再起動
すべての SharePoint サービス と SharePoint Server サービスが開始されている こ と を、 Windows の ［コ ン ト

ロール ・ パネル］ で確認し ます。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参

照し て く だ さい。

単一のフル ・ バッ クア ッ プ、 フル＋差分
のシーケンス、 または個別のサイ ト ・ コ
レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プのリ ス ト ア
次の ト ピ ッ クでは、 特定のタ イプのバッ クア ッ プを リ ス ト アする手順について詳細に説明し ます。 「SharePoint
におけるバッ クア ッ プのリ ス ト ア」 に記載されている手順で、 この情報を使用し て く だ さい。

単一のフ ァームのフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア
単一のフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アは、 プ ラグイ ンで リ ス ト ア ・ シーケンス と し て表示されます。 そのため、
一定の手順を実行し て、 単一のフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 そのリ カバリ されたデータ を SharePoint で

使用できるよ う にレンダ リ ングする必要があり ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト （破損し たフ ァーム全体、 個別の
Web アプ リ ケーシ ョ ン、 または個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン） を選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手
順を完了し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」 である こ

と を確認し ます。

▪ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

3 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト を使用し ない場合は

［ジ ョ ブ名］ を指定し ます。

4 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ のリ ス ト
に入力し、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブが完了する と、 NetVault Backup はリ ス ト ア ・ プロセスを完了し、 すべてのリ ス ト ア済みデータは

SharePoint にアクセス可能にな り ます。

重要 ： この ト ピ ッ クでは、 単一のフル ・ バッ クア ッ プを リ カバリするための手順について説明し ます。 こ
の手順は、 差分のリ ス ト ア ・ シーケンスに関連する フル ・ バッ クア ッ プのリ カバリ には適用されません。
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フ ァームのフル＋差分バッ クア ッ プ ・ シーケンス
のリ ス ト ア
た と えば、 毎週日曜日の午後 11 時にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 さ らに月曜日から土曜日の午後 11 時に差

分バッ クア ッ プが実行されている と し ます。 リ カバリが火曜日に実行される場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ
と、 月曜日の差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア される必要があ り ます。 また、 た と えば、 木曜日に リ カバリ を実行す
る場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。

フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア
1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページでプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーにアクセス し、 利

用可能な差分バッ クア ッ プ ・ シーケンスの開始点になる フル ・ バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を見つけま
す。

2 選択ツ リーでバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト に移動し、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト （破損し たフ ァーム全
体、 個別のWebアプ リ ケーシ ョ ン、 または個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン） を選択し ます。

3 リ ス ト アのために選択されたその項目について メ モ し ます。

Quest は、 セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用し て、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プの両方で同じ項目

が選択されている こ と を確認するよ う お勧めし ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手
順を完了し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」 である こ

と を確認し ます。

▪ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

5 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト を使用し ない場合は

［ジ ョ ブ名］ を指定し ます。

6 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ のリ ス ト
に入力し、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

利用可能な差分バッ ク ア ッ プのリ ス ト ア
元のフル ・ バッ クア ッ プが正常にリ ス ト ア されたら、 次の手順を完了し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 選択ツ リーを使用し て、 シーケンスの利用可能な差分バッ ク
ア ッ プに属するバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト に移動し ます。

2 このバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を開き、 フル ・ バッ クア ッ プで選択された （フル ・ バッ クア ッ プのリ
ス ト ア中に選択された） 項目と同じ項目を選択し ます。

Quest は、 セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使用し て、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プの両方で同じ項目

が選択されている こ と を確認するよ う お勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手
順を完了し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。
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▪ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▪ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー
ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト を使用し ない場合は

［ジ ョ ブ名］ を指定し ます。

5 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ のリ ス ト
に入力し、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブが完了する と、 NetVault Backup はリ ス ト ア ・ プロセスを完了し、 すべてのリ ス ト ア済みデータは

SharePoint にアクセス可能にな り ます。

個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン ・ バッ クア ッ プのリ
ス ト ア

1 Web アプ リ ケーシ ョ ンおよびコ ンテンツ ・ データベースの項目に対し て、 「前提条件の検証」 で説明され

ている手順を完了させます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページでプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーにアクセス し、 利
用可能な個別のコ レ クシ ョ ン ・ サイ ト のバッ クア ッ プを見つけます。

3 選択ツ リーでバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト に移動し、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト （個別のサイ ト ・ コ レ
クシ ョ ン） を選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下の手
順を完了し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET INDIVIDUAL SITE」 または 「STSADM 
INDIVIDUAL SITE」 である こ と を確認し ます。

▪ 既存の設定を上書きする場合は、 ［既存の上書き］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。

5 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト を使用し ない場合は

［ジ ョ ブ名］ を指定し ます。

6 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ のリ ス ト
に入力し、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブが完了する と、 NetVault Backup はリ ス ト ア ・ プロセスを完了し、 すべてのリ ス ト ア済みデータは

SharePoint にアクセス可能にな り ます。

その他のリ ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンで実行する こ とができるその他の （オプシ ョ ン） リ ス ト ア操作について説明し ま
す。 これらの操作のう ち一般的な タ スクに関連する ものが、 初に説明されています。

• 一般的な タ スク

• 同一のサーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア

• 代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア
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一般的な タ スク
次のタ スクは、 利用可能な場合に参照されます。 次のタ スクが含まれます。

• SharePoint Search サービスの停止

• 検索イ ンス タ ンス ・ データベースの削除

• SharePoint Search サービスの再起動

• 新しい導入での共有サービスの削除

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成

• コ ンテンツ ・ データベースの削除

• ソ リ ューシ ョ ンの再導入

• 代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）

• タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動

• 機能の再有効化

• IIS の再起動

• SharePoint サーバー管理の Web サイ ト の作成

• SharePoint Search サービスの設定

• SharePoint Search サービスの設定

• イ ンデッ クスのスケジュールの再設定

• サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者がソースおよび代替のサーバーで一致する こ との確認

• 代替サーバーまたはフ ァームへの SSP 認証情報の追加

• 共有サービスの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認

• ビジネス ・ カ タ ログの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認

• 検索設定の権限のあるページの検証

• 信頼できる フ ァ イルの場所の検証

SharePoint Searchサービスの停止

SharePoint Search サービスを停止するには、 次の STSADM コマン ド を入力し ます。

stsadm -o spsearch -action fullcrawlstop

stsadm -o spsearch -action stop -f

検索イ ンス タ ンス ・ データベースの削除
SharePoint Search サービスの停止では、 検索イ ンス タ ンス ・ データベースは削除されません。 SQL Server 
Management Studio を使用し てこのデータベースを削除し て、 リ ス ト ア中の更新の競合を回避し ます。

1 SQL Server イ ンス タ ンスが存在するサーバーで、 SQL Server Management Studio を開きます。

メ モ ： この ト ピ ッ クでは、 STSADM コ マン ド を使用し て一部のタ スク を実行し ますが、 同等の

SharePoint PowerShell Cmdlets も使用できます。 詳し く は、 https://docs.microsoft.com/en-
us/powershell/module/sharepoint-server/?view=sharepoint-ps を参照し て く ださい。
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2 ［オブジ ェ ク ト ・ エクスプローラ］ で ［データベース］ ノ ー ド に移動し、 ［検索イ ンス タ ンス ・ データ
ベース］ を右ク リ ッ ク し て ［削除］ を選択し ます。

3 ［オブジ ェ ク ト の削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［既存の接続を閉じ る］ を選択し ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

SharePoint Searchサービスの再起動

SharePoint Search サービスを再起動し ます。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016
の用語」 を参照し て く だ さい。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［操作］ タ ブを選択し ます。

2 ［ ト ポロジ とサービス］ セクシ ョ ンで、 ［サーバー上のサービス］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サーバー］ フ ィ ールド で、 ［検索イ ンデッ クス］ サービスがイ ンス ト ールされているサーバーを選択し
ます。

4 ［アクシ ョ ン］ 列で、 ［ス ター ト ］ オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 SharePoint Searchサービスの設定を完了し ます。

［データベース ・ サーバー］ および ［データベース名］ が、 破損し た SharePoint Search データベースの

データベース ・ サーバーおよびデータベース名と一致し ている こ と を確認し ます。 また、 ［イ ンデッ クス
のスケジュール］ の ［X 分ご と］ オプシ ョ ンが選択されていないこ と を確認し て、 リ ス ト ア中に更新の競

合がないこ と を確認し ます。

SharePoint Search データベースは、 SharePoint Search データベースのリ ス ト ア手順で使用されるバッ

クア ッ プ ・ ジ ョ ブの NetVault Backup のログで詳し く 説明されています。 た と えば、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブの NetVault Backup のログが SharePoint の次のツ リーに含まれている場合、 ［データベース名］ は次の

よ う にな り ます。 WSS_Search_BKB_APM_PM.

Farm\
[SharePoint_Config_20df73ac-d2b0-4c99-a919-b853626bae80]\
Windows SharePoint Services Web Application\

SharePoint - 2073\
WSS_Content_PM\

SharePoint - 80\
WSS_Content\

[WSS_Administration]\
[Web Application]\

SharePoint_AdminContent_feb7e07b-aeb4-4403-a5d4-a78fe0f90b0e
SharedServeices1\

[SharePoint - 36448]\
SharedServicesContent_96a5c320-6b44-4daa-a7ar-1a43e1e3a3a2\

[SharedServices1_DB_c99ef411-87c1-4d91-bea6-dde5b1acbb16]\
[UserProfileApplication]\
[SessionStateSharedApplication]\
[Shared Search Index]\

[SharedServices1_Search_DB_9461bb96-b54b-4368-bd42-826f2b03d837]\
Global Search Settings\
Windows SharePoint Services Search\

[Search instance]\
[WSS_Search_BKB_APM_PM]\

新しい導入での共有サービスの削除
新し く イ ンス ト ールされた導入で、 デフ ォル ト の SSP （SharedServices1） を削除し ます。
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1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス管理］ を選

択し ます。

2 ［SharedServices1］ の下に リ ス ト されているWebアプ リ ケーシ ョ ンを メ モ し ます。

3 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ ページで、 ［SharePoint Webアプ リ ケーシ ョ ン管理］ セクシ ョ ンの ［Webアプ

リ ケーシ ョ ンの削除］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［コ ンテンツ ・ データベースを削除する］ および ［IIS Webサイ ト ］ を ［はい］ にステ ッ プ2で設定し てい

るよ う に、 「SharedServices1」 SSPに関連付けられている両方のWebアプ リ ケーシ ョ ンを削除し ます。

5 コマン ド ・ プロンプ ト で、 STSADMを使用し て 「SharedServices1」 SSPを削除するには、 次のコマン

ド を入力し ます。

stsadm -o deletessp -title SharedServices1 -deletedatabases

Webアプ リ ケーシ ョ ンの再作成

リ ス ト アを実行する前に、 フ ァームのすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンを再作成し ます。 この手順では、 各 Web
アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作成されている こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ タ ブを選択し ます。

2 ［SharePoint Webアプ リ ケーシ ョ ン管理］ セクシ ョ ンで、 ［Webアプ リ ケーシ ョ ンを作成または拡張］ を

ク リ ッ ク し ます。

3 ［SharePoint Webアプ リ ケーシ ョ ンの追加］ セクシ ョ ンで、 ［新しいWebアプ リ ケーシ ョ ンを作成する］

を ク リ ッ ク し ます。

4 新しいWebアプ リ ケーシ ョ ンの設定を入力し ます。

［IIS Web サイ ト ］ と ［データベース名］ が、 ソースである SharePoint 導入に存在する Web アプ リ ケー

シ ョ ン と一致する こ と を確認し ます。

Web アプ リ ケーシ ョ ン と関連するデータベース名は、 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ で使用されるバッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブの NetVault Backup のログで詳し く 説明されています。 た と えば、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの

NetVault Backup のログが SharePoint の次のツ リーに含まれている場合、 次の Web アプ リ ケーシ ョ ンが

作成される必要があり ます。

▪ Web アプ リ ケーシ ョ ン名 ： SharePoint - 2073

▫ データベース名 ： WSS_Content_PM

▪ Web アプ リ ケーシ ョ ン名 ： SharePoint - 80

▫ データベース名 ： WSS_Content

Farm\
[SharePoint_Config_20df73ac-d2b0-4c99-a919-b853626bae80]\
Windows SharePoint Services Web Application\

 SharePoint - 2073\
WSS_Content_PM\

SharePoint - 80\
WSS_Content\

[WSS_Administration]\
[Web Application]\

SharePoint_AdminContent_feb7e07b-aeb4-4403-a5d4-
a78fe0f90b0e

SharedServeices1\
[SharePoint - 36448]\

重要 ： 新し く イ ンス ト ールされた導入のデフ ォル ト の共有サービス ・ エン ト リが削除されていない
場合、 次の手順で共有検索イ ンデッ クスを リ ス ト ア し よ う とする と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが応答を停
止し ます。 「進行状況 ： ［共有検索イ ンデッ クス］ が90%完了し ま し た。」
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SharedServicesContent_96a5c320-6b44-4daa-a7ar-1a43e1e3a3a2\
[SharedServices1_DB_c99ef411-87c1-4d91-bea6-dde5b1acbb16]\
[UserProfileApplication]\
[SessionStateSharedApplication]\
[Shared Search Index]\

[SharedServices1_Search_DB_9461bb96-b54b-4368-bd42-
826f2b03d837]\

Global Search Settings\
Windows SharePoint Services Search\

[Search instance]\
[WSS_Search_BKB_APM_PM]\

詳し く は、 http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102634&clcid=0x409 を参照し て く ださい。

コ ンテンツ ・ データベースの削除
新しいフ ァームまたはサーバーのコ ンテンツ ・ データベースの名前が、 ソースのフ ァームまたはサーバーのコ ン
テンツ ・ データベースの名前と確実に等し く なるよ う に、 リ ス ト ア された Web アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのコ

ンテンツ ・ データベースが SQL Server Management Studio によ って削除されたこ と を確認し ます。

1 SQL Server イ ンス タ ンスが存在するサーバーで、 SQL Server Management Studio を開きます。

2 ［オブジ ェ ク ト ・ エクスプローラ］ で ［データベース］ ノ ー ド に移動し、 削除するデータベースを右ク
リ ッ ク し て ［削除］ を選択し ます。

3 ［オブジ ェ ク ト の削除］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［既存の接続を閉じ る］ を選択し ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

ソ リ ューシ ョ ンの再導入
再導入する ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージがある場合は、 STSADM の ［deploysolution］ オプシ ョ ンを使用し ま

す。 次の例では、 ［-allcontenturl］ パラ メ ータ を使用し て、 フ ァーム内のすべてのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンにソ

リ ューシ ョ ンを導入し ます。

stsadm -o deploysolution -name <mysolution.wsp> -allcontenturls

ソ リ ューシ ョ ン導入の追加情報については、 次を参照し て く だ さい。
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102644&clcid=0x409

代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）
参照と し て、 NetVault Backup Plug-in for FileSystem で リ ス ト ア された代替アクセス ・ マ ッ ピングのテキス ト ・

フ ァ イルを使用し て く だ さい。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［操作］ タ ブを選択し ます。

2 ［グローバル構成］ セクシ ョ ンで、 ［代替アクセス ・ マ ッ ピング］ を ク リ ッ ク し ます。

3 テキス ト ・ フ ァ イルを参照し、 マ ッ ピングを再作成し ます。

タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動
Web アプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と一部のタ イマー ・ ジ ョ ブが開始されないため、 次の手

順を使用し てジ ョ ブを開始し ます。 詳し く は、 http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102639&clcid=0x409 を参

照し て く だ さい。

1 新し く 作成されたフ ァームに公開ポータル ・ サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを作成する と、 次のタ イマー ・ ジ ョ
ブ定義が自動的に作成されます。
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▪ スケジュール済み承認 （ApprovalJobDefinition）

▪ スケジュール済みページ ・ レビ ュー （NotificationJobDefinition）

▪ ページ ・ ジ ョ ブ定義のバリ エーシ ョ ンの反映 （PropogateVariationPageJobDefinition）

▪ サイ ト ・ ジ ョ ブ定義のバリ エーシ ョ ンの反映 （SpawnSitesJobDefinition）

▪ スケジュール済み非公開 （UnpublishJobDefinition）

2 作成し た一時的な公開ポータル ・ サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを削除し ます。 タ イマー ・ ジ ョ ブ定義はアク
テ ィ ブなままです。

3 各Webアプ リ ケーシ ョ ンを リ ス ト ア し た後で、 次のSTSADMコマン ド を使用し て、 バルク ・ ワーク フ

ロー ・ タ スク処理ジ ョ ブ （BulkWorkflowWIJD） を開始し ます。

stsadm -o setbulkworkflowtaskprocessingschedule -schedule <recurrenceString>

4 各Webアプ リ ケーシ ョ ンを リ ス ト ア し た後で、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで次のSTSADMコマン ド を

使用し て、 検索と プロセスのジ ョ ブ （SearchAndProcessWIJD） を開始し ます。

stsadm -o setsearchandprocessschedule -schedule <recurrenceString>

これらのコマン ドの詳細については、 「http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc263384.aspx」 を参照

し て く だ さい。

5 すべてのWebアプ リ ケーシ ョ ンについて、 ステ ッ プ3と ステ ッ プ4を繰り返し ます。

機能の再有効化
ソ リ ューシ ョ ンに含まれている機能を有効にする必要がある場合は、 適切なレベル （Web アプ リ ケーシ ョ ン、

サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または Web サイ ト ） で機能を有効にし ます。 機能を有効にするには、 コマン ド ・ プロ

ンプ ト で次の STSADM コマン ド を実行し、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、 サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 またはサイ ト の

URL を指定し ます。

stsadm -o activatefeature -name 
<folderInFEATURESdirectoryThatContainsFeature.xmlFile> -url 
http://Server/Site/Subsite

IISの再起動

IIS に 新の設定がある こ と を確認するには、 コマン ド ・ プロンプ ト で次のコ マン ド を実行し て IIS を再起動し

ます。

iisreset /noforce

SharePointサーバー管理のWebサイ ト の作成

SharePoint サーバー管理の Web サイ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーなど、 SharePoint を イ ンス ト ールする

初のサーバーにデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。

1 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで、 ［SharePoint 製品と テ ク ノ ロジ構成ウ ィ ザー ド］ を開始し ます。
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2 ［SharePoint製品と テ ク ノ ロジへよ う こそ］ ページで、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 設定中に一部のサービスを再起動またはリ セ ッ ト する必要がある こ と を通知するダイアログ ・ ボ ッ クス
で、 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［サーバー ・ フ ァームへの接続］ ページで、 ［いいえ、 新しいサーバー ・ フ ァームを作成し ます］ を選択
し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［設定データベース設定の指定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［データベース ・ サーバー］ ボ ッ クスに、
SQL Serverを実行し ている コ ンピ ュータの名前を入力し ます。

6 デフ ォル ト （SharePoint_Config） を使用し ない場合は、 ［データベース名］ に、 設定データベースの名

前を入力し ます。

7 ［ユーザー名］ ボッ クスで、 「DOMAIN\username」 の形式でServerのフ ァーム ・ アカウン ト のユーザー

名を入力し ます。

8 ［パスワー ド］ ボ ッ クスにそのユーザーのパスワー ド を入力し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

9 SharePointサーバー管理のWebアプ リ ケーシ ョ ンで特定のポー ト を使用する場合は、 ［SharePointサー

バー管理Webアプ リ ケーシ ョ ンの設定］ ページで ［ポー ト 番号を指定し ます］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオ

ンにし て、 ポー ト 番号を入力し ます。

10 以下のいずれかを実行し ます。

▪ NTLM 認証 （デフ ォル ト ） を使用する場合は、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ Kerberos 認証を使用する場合は、 ［ネゴシエー ト （Kerberos）］ を ク リ ッ ク し て、 ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

11 ［SharePoint製品と テ ク ノ ロジの設定ウ ィ ザー ドの完了］ ページで、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

12 ［正常に設定されま し た］ ページで、 ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

［サーバー管理］ のホームページが開きます。

SharePoint Searchサービスの設定

SharePoint Search サービスをアプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで開始するには、 次の手順を完了し ます。 サービス

名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し て く だ さい。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［操作］ タ ブを選択し ます。

2 ［ ト ポロジ とサービス］ セクシ ョ ンで、 ［サーバー上のサービス］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サーバー］ リ ス ト で、 イ ンデッ クス ・ サーバーと し て設定するサーバーを選択し ます。

また、 このサーバーを クエ リ ・ サーバーと し て選択し て設定する こ と もできます。

4 ［サーバーのサービス］ ページで、 ［SharePoint Search］ の横にある ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［コ ンテンツのイ ンデッ クス作成にこのサーバーを使用する］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。

このステ ッ プによ ってページが拡張され、 ［イ ンデッ クス ・ サーバーのデフ ォル ト のフ ァ イルの場所］、
［イ ンデクサ ・ パフ ォーマンス］、 および ［Web フ ロン ト ・ エン ド と ク ロール］ セクシ ョ ンが追加されま

す。

6 このサーバーを使用し て検索クエ リ を処理する場合は、 ［検索クエ リの処理にこのサーバーを使用する］
チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし ます。

このステ ッ プによ ってページが拡張され、 ［クエ リ ・ サーバーのイ ンデッ クス ・ フ ァ イルの場所］ セク
シ ョ ンが追加されます。

7 ［連絡先の電子メ ール ・ ア ド レス］ セクシ ョ ンには、 外部のサイ ト がこ ち らのイ ンデッ クス ・ サーバーで
ク ロールし た と きに問題が発生し た場合に、 外部サイ ト 管理者がこ ち らの組織に連絡するために使用す
る電子メ ール ・ ア ド レスを入力し ます。
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SharePoint Searchサービスの設定

SharePoint Search サービスをアプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで開始するには、 次の手順を完了し ます。 サービス

名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し て く だ さい。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［操作］ タ ブを選択し ます。

2 ［ ト ポロジ とサービス］ セクシ ョ ンで、 ［サーバー上のサービス］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サーバー］ リ ス ト で、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーを選択し ます。

4 ［サーバーのサービス］ ページで、 ［SharePoint Search］ の横にある ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。 サービ

ス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016の用語」 を参照し て く だ さい。

5 ［サービス ・ アカウン ト ］ セクシ ョ ンで、 SharePoint Searchのサービス ・ アカウン ト を実行するユー

ザー ・ アカウン ト のユーザー名とパスワー ド を入力し ます。

6 ［コ ンテンツ ・ アクセス ・ アカウン ト ］ セクシ ョ ンで、 検索サービスがコ ンテンツを検索するために使用
するユーザー ・ アカウン ト のユーザー名とパスワー ド を入力し ます。

このアカウン ト には、 検索するすべてのコ ンテンツへの読み取り アクセス権が必要です。 認証情報を指
定し ない場合は、 検索サービスに使用されるアカウン ト と同じ アカウン ト が使用されます。

7 ［イ ンデッ クスのスケジュール］ セクシ ョ ンで、 デフ ォル ト の設定を確認するか、 コ ンテンツを検索する
と きに検索サービスが使用するスケジュールを指定し ます。

Quest は、 ［X 分ご と］ オプシ ョ ンをオフにし て、 リ ス ト ア中に更新の競合がないよ う にする こ と をお勧

めし ます。

8 すべての設定を設定し たら、 ［ス ター ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

イ ンデ ッ クスのスケジュールの再設定
イ ンデッ クスのスケジュールを適切な間隔に戻すこ とができます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［操作］ タ ブを選択し ます。

2 ［ ト ポロジ とサービス］ セクシ ョ ンで、 ［サーバー上のサービス］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サーバー］ フ ィ ールド で、 ［検索イ ンデッ クス］ サービスがイ ンス ト ールされているサーバーを選択し
ます。

4 ［サーバーのサービス］ 列で、 「Windows SharePoint Services Search」 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

5 ［イ ンデッ クスのスケジュール］ に利用可能なオプシ ョ ンを選択し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者がソースおよび代替のサーバー
で一致する こ との確認
代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア中に、 SharePoint PowerShell Cmdlets または STSADM はソース ・

サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン管理者を保守し ます。 ソース ・ サーバー ・ フ ァームのサイ ト ・
コ レ クシ ョ ンの管理者が、 代替サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者と異なる場合、 代替
サーバーまたはフ ァームにリ ス ト ア されたすべてのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンでサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者を更
新し ます。 そ う し ないと、 ブ ラウザからサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンにアクセス し た と きに、 ユーザーには不正なユー
ザーとい う エラーが表示されます。

1 代替フ ァームで、 SharePoint サーバー管理を開き、 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ タ ブを選択し ます。

2 ［SharePointサイ ト の管理］ セクシ ョ ンで、 ［サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ フ ィ ールド で、 ［サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン］ の名前を選択し ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for SharePoint 12.1 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
39



4 代替サーバーまたはフ ァームに利用可能なSharePoint管理者を反映するには、 ［プ ラ イマ リ ・ サイ ト ・ コ

レ クシ ョ ンの管理者］ および ［セカ ンダ リ ・ サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者］ を更新し ます。

5 リ ス ト ア された各Webアプ リ ケーシ ョ ンの各サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンについて、 ステ ッ プ2およびステ ッ プ

3を繰り返し ます。

代替サーバーまたはフ ァームへのSSP認証情報の追加

リ ス ト ア後に、 代替サーバーまたはフ ァームに SSP サービス認証情報が追加されている こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス管理］ を選

択し ます。

2 ［このフ ァームの共有サービスの管理］ ページで、 代替サーバーに リ ス ト ア された ［共有サービス ・ プロ
バイダ］ を右ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ の編集］ を選択し ます。

3 ［SSPサービス認証情報］ で、 「DOMAIN\username」 の形式で代替サーバーのローカル管理者のユー

ザー名を入力し ます。

4 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

共有サービスの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認
［共有サービスの権限］ が、 代替サーバーのローカル管理者または代替フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し てい
る こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス］ の名前を

選択し ます。

2 ［ユーザー ・ プロ フ ァ イルと個人用サイ ト ］ セクシ ョ ンで、 ［個人設定サービスの権限］ を ク リ ッ ク し ま
す。

3 ［共有サービスの権限］ ページで、 ［ユーザー /グループの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

4 「DOMAIN\username」 形式で、 代替サーバーのローカル管理者のユーザー名を入力し ます。

5 次の権限を追加するには、 それら を選択し て ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 分析の管理

▪ 視聴者の管理

▪ ユーザー ・ プロ フ ァ イルの管理

▪ 個人用機能

▪ 個人用サイ ト

▪ 権限の設定

6 ソース ・ サーバーからユーザーを選択し、 ［選択し たユーザーの削除］ を ク リ ッ ク し ます

ビジネス ・ カ タ ログの権限が正しい管理者を参照し ている こ と
の確認
［ビジネス ・ カ タ ログの権限］ が、 代替サーバーのローカル管理者または代替フ ァームのド メ イ ン管理者を参照
し ている こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス］ の名前を

選択し ます。
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2 ［ユーザー ・ プロ フ ァ イルと個人用サイ ト ］ セクシ ョ ンで、 ［ビジネス ・ データ ・ カ タ ログ］ の権限を ク
リ ッ ク し ます。

3 ［権限の管理］ の ［ビジネス ・ データ ・ カ タ ログ］ ページで、 ［ユーザー /グループの追加］ を ク リ ッ ク し

ます。

4 「DOMAIN\username」 形式で、 代替サーバーのローカル管理者のユーザー名を入力し ます。

5 次の権限を追加するには、 それら を選択し て ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 編集

▪ 実行

▪ ク ラ イアン ト で選択可能

▪ 権限の設定

検索設定の権限のあるページの検証
［検索設定］ の ［権限のあるページ］ が、 代替サーバーまたはフ ァームを参照し ている こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス管理］ を選

択し ます。

2 ［検索］ セクシ ョ ンで、 ［検索設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［権限のあるページ］ セクシ ョ ンで、 ［権限のあるページを指定する］ を選択し ます。

4 すべての権限のあるページが代替サーバーホス ト 名または代替フ ァームのサーバーを参照し ている こ と
を確認し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

信頼できる フ ァ イルの場所の検証
［Excel Services の信頼されている フ ァ イルの場所］ の ［信頼できる フ ァ イル］ の場所が、 代替サーバーを参照

し ている こ と を確認し ます。

1 SharePoint サーバー管理を開き、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのメ ニューから ［共有サービス］ の名前を

選択し ます。

2 ［Excel Servicesの設定］ セクシ ョ ンで、 ［信頼されたフ ァ イルの場所］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ア ド レス］ フ ィ ールドが、 この信頼できる場所の完全なWindows SharePoint Servicesの場所、 ネ ッ ト

ワーク ・ フ ァ イル共有、 またはWebフ ォルダ ・ ア ド レスを参照し ている こ と を確認し、 ［OK］ を ク リ ッ

ク し ます。

同一のサーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア
この ト ピ ッ クでは、 以下の手順について説明し ます。

• 同一のサーバーまたはフ ァームへの SharePoint Search のリ ス ト ア

• 単一サーバーへの導入のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を同じサーバーに実行する

• 小規模フ ァームまたはスケールアウ ト されたフ ァームのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を同じ フ ァームに実行す
る

同一のサーバーまたはフ ァームへのSharePoint Searchのリ ス

ト ア
次の手順では、 SharePoint Search サービスを削除または破損し た場合に、 同じサーバーに リ ス ト アする方法を

説明し ます。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し て く だ さい。
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以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Search サービスが停止し た ： SharePoint Search サービスを停止し ます。 詳細は、

「SharePoint Search サービスの停止」 を参照し て く だ さい。

• 検索イ ンス タ ンス ・ データベースが削除された ： 検索イ ンス タ ンス ・ データベースを削除し ます。 詳細
は、 「検索イ ンス タ ンス ・ データベースの削除」 を参照し て く だ さい。

• SharePoint Search サービスを再起動し た ： SharePoint Search サービスを再起動し ます。 詳細は、

「SharePoint Search サービスの再起動」 を参照し て く だ さい。

リストアの開始

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア : 少な く と も、 SharePoint Search データベースを リ ス ト アするには、 フ

ル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［SharePoint Search］ノードを選択します。サービス名の詳細については、「SharePoint 2010、

2013、2016の用語」を参照してください。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］、［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］の
リストに入力し、［保存 ＆ 実行］をクリックします。

プ ラグイ ンは、 SharePoint Searchの完全な リ ス ト アを実行し ます。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［SharePoint Search］ノードを選択します。サービス名の詳細については、「SharePoint 2010、

2013、2016の用語」を参照してください。
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3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］、［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］の
リストに入力し、［保存 ＆ 実行］をクリックします。

プ ラグイ ンは、 SharePoint Searchの完全な リ ス ト アを実行し ます。

• イ ンデッ クスのスケジュールの再設定 ： イ ンデッ クスのスケジュールを適切な間隔に戻し ます。 詳細は、
「イ ンデッ クスのスケジュールの再設定」 を参照し て く だ さい。

単一サーバーへの導入のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を同じサーバー
に実行する
単一サーバーへの導入でのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ には、 フ ァームレベル障害 （SharePoint SQL Server イ ンス タ

ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 および Web サーバーを格納するサーバー全体の損失） の後の、

SharePoint の導入全体のリ ス ト ア と リ カバリが含まれます。 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行するには、 少な く と

も 1 つのフル ・ バッ クア ッ プを含む 小のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が必要です。

以下の手順では、 単一サーバーへの導入と同じサーバーにデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行する方法を詳し く 説明し
ます。 この手順は、 完全な メ デ ィ ア障害が発生し、 損傷し たホス ト を同じ設定で再構築するか、 元のホス ト の設
定 （ホス ト 名を含む） を模倣し て新しいサーバーを設定する場合に使用できます。

前提条件

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Server がイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに存在し たものと同じバージ ョ ンおよ

びエデ ィ シ ョ ンの SharePoint ソ フ ト ウ ェ アをシステムにイ ンス ト ールし ます。 この手順では、 コ ン

ピ ュータが Web サーバーと し て動作するよ う にイ ン ターネ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ サービス （IIS）

を イ ンス ト ールおよび設定し、 Microsoft.NET Framework バージ ョ ン 3.0 を イ ンス ト ールし、 ASP.NET 
2.0 を有効にし ます。

• サービス ・ パッ クがイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに以前イ ンス ト ールされていた
Windows Server および SharePoint と同じサービス ・ パッ ク を イ ンス ト ールし ます。 WSS には 低でも

SP1 が必要です。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for SharePoint がイ ンス ト ールされている こ と ： 損傷し た

サーバーにも と も と存在し たものと同じバージ ョ ンの NetVault Backup と本プラグイ ンを イ ンス ト ール

し、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ とオプシ ョ ンの差分バッ クア ッ プが使用可能である ： 利用可能な場合は、 新のフ
ル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プがある こ と を確認し て く だ さい。

• Plug-in for FileSystem による追加項目のバッ クア ッ プが使用可能である ： 次の項目のバッ クア ッ プが使

用可能である こ と を確認し て く だ さい。 詳細については、 「NetVault Backup および Plug-in for 
FileSystem を使用し て保護する追加アイテム」 を参照し て く ださい。

重要 ： 単一サーバーへの導入では、 SharePointソ フ ト ウ ェ アの基本的なイ ンス ト ール （無料または

拡張バージ ョ ン） が、 これらの手順で想定されます。
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▪ カス タ マイズ

▪ 代替アクセス ・ マ ッ ピング

▪ SharePoint Farm の設定

• 新しい導入での共有サービスの削除 ： 新し く イ ンス ト ールされた導入で、 デフ ォル ト の SSP
（SharedServices1） を削除し ます。 詳細は、 「新しい導入での共有サービスの削除」 を参照し て く ださ

い。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの作成 ： リ ス ト アを実行する前に、 フ ァームのすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンを

再作成し ます。 この手順では、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作成

されている こ と を確認し ます。 詳細は、 「Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成」 を参照し て く だ さい。

• SQL Server Express Data デ ィ レ ク ト リが存在する こ との確認 ： 破損し ているサーバーで、 SQL Server 
Express Data デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ以外のデ ィ レ ク ト リが使用されている場合は、

このデ ィ レ ク ト リ構造が新たにイ ンス ト ールされた導入に存在し ている こ と を確認し て く だ さい。

ディザスタ・リカバリの手順

デ ィ ザス タ ・ リ カバリ について詳し く は、 http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102839&clcid=0x409 を参照し

て く だ さい。

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 リ カバリ にはフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

プ ラグイ ンは、 新し く イ ンス ト ールされた導入へのSharePoint Farmのフル ・ リ ス ト アを実行し ま

す。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

重要 ： 新し く イ ンス ト ールされた導入にSQL Server Express Dataデ ィ レ ク ト リが存在し ない場合

は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが次のエラーを参照し て失敗し ます。 フ ァ イル"<Directory\FileName>"の
デ ィ レ ク ト リ検索はオペレーテ ィ ング ・ システム ・ エラー 3で失敗し ま し た。 （指定されたパスが見

つかり ません）。

エラー・メッセージで参照されているディレクトリ構造を再作成し、リストア・ジョブを再び実行
します。
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▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］、［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］の
リストに入力し、［保存 ＆ 実行］をクリックします。

プ ラグイ ンは、 新し く イ ンス ト ールされた導入へのSharePoint Farmの差分リ ス ト アを実行し ま

す。

リカバリ後の手順

• ソ リ ューシ ョ ンの再導入 ： 再導入する ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージがある場合は、 STSADM の

［deploysolution］ オプシ ョ ンを使用し ます。 詳細は、 「ソ リ ューシ ョ ンの再導入」 を参照し て く ださい。

• パッ ケージ化されていないカス タ マイズと代替アクセス ・ マ ッ ピングのリ ス ト ア ： Plug-in for FileSystem
を使用し て、 パッ ケージ化されていないカス タ マイズと マ ッ ピングを リ ス ト ア し ます。 詳細については、
「代替アクセス ・ マ ッ ピング」 および 「カス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

• 代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン） ： 代替アクセス ・ マ ッ ピングのテキス ト ・ フ ァ イルを
使用し て、 マ ッ ピングを再作成し ます。 詳細は、 「代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）」
を参照し て く だ さい。

• タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動 ： Web アプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 一部のタ イ

マー ・ ジ ョ ブが開始されません。 詳細は、 「タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動」 を参照し て く だ さい。

• 機能の再有効化 ： ソ リ ューシ ョ ンに含まれている機能を有効にする必要がある場合は、 適切なレベル
（Web アプ リ ケーシ ョ ン、 サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または Web サイ ト ） で機能を有効にし ます。 詳細は、

「機能の再有効化」 を参照し て く だ さい。

• IIS の再起動 ： IIS の設定が 新である こ と を確認するには、 IIS を再起動し ます。 詳細は、 「IIS の再起動」

を参照し て く だ さい。

小規模フ ァームまたはスケールアウ ト されたフ ァームのデ ィ ザ
ス タ ・ リ カバリ を同じ フ ァームに実行する
小規模フ ァームまたはスケールアウ ト されたフ ァームへの導入でのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ には、 フ ァームレベル
障害、 SharePoint SQL Server イ ンス タ ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 および Web サーバーを格納する

サーバーの損失） の後の、 SharePoint の導入全体のリ ス ト ア と リ カバリが含まれます。 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ

を実行するには、 少な く と も 1 つのフル ・ バッ クア ッ プを含む 小のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が必要です。

以下の手順では、 損傷し た SharePoint の導入が存在し たフ ァームにデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行する方法を詳

し く 説明し ます。 この手順は、 完全な メ デ ィ ア障害が発生し、 損傷し たホス ト を同じ設定で再構築するか、 元の
ホス ト の設定 （ホス ト 名を含む） を模倣し て新しいサーバーを設定する場合に使用できます。

前提条件

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Server がイ ンス ト ールされている ： 損傷し たフ ァームに存在し たものと同じバージ ョ ンおよ

びエデ ィ シ ョ ンの SharePoint ソ フ ト ウ ェ アを、 小規模フ ァームを構成するシステムにイ ンス ト ールし ま

す。 この手順には、 フ ァーム内の各サーバーに次のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールおよび設定する手順が
含まれます。

▪ データベース ・ サーバー

▫ SQL Server ソ フ ト ウ ェ アおよびア ッ プデー ト

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー
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▫ .Net Framework 3.0

▪ フ ロン ト ・ エン ド Web サーバー

▫ IIS

▫ .Net Framework 3.0

▫ APS.NET

• サービス ・ パッ クがイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに以前イ ンス ト ールされていた
Windows Server および SharePoint と同じサービス ・ パッ ク を イ ンス ト ールし ます。 WSS には 低でも

SP1 が必要です。

• SharePoint サーバー管理の Web サイ ト が作成されている ： SharePoint サーバー管理の Web サイ ト は、

アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーなど、 SharePoint を イ ンス ト ールする 初のサーバーにデフ ォル ト でイ ン

ス ト ールされます。 詳細は、 「SharePoint サーバー管理の Web サイ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

• SharePoint Search が設定されている ： アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで、 SharePoint Search サービス

を開始し ます。 詳細は、 「SharePoint Search サービスの設定」 および 「SharePoint Search サービスの設

定」 を参照し て く だ さい。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参

照し て く だ さい。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： リ ス ト アを完了する前にすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンを

フ ァームに対し て再作成する と、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作

成されます。 詳細は、 「Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成」 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for SharePoint がイ ンス ト ールされている こ と ： 損傷し た

サーバーにも と も と存在し たものと同じバージ ョ ンの NetVault Backup と本プラグイ ンを イ ンス ト ール

し、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ とオプシ ョ ンの差分バッ クア ッ プが使用可能である ： 利用可能な場合は、 新のフ
ル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プがある こ と を確認し て く だ さい。

• Plug-in for FileSystem による追加項目のバッ クア ッ プが使用可能である ： 次の項目のバッ クア ッ プが使

用可能である こ と を確認し て く だ さい。 詳細については、 「NetVault Backup および Plug-in for 
FileSystem を使用し て保護する追加アイテム」 を参照し て く ださい。

▪ カス タ マイズ

▪ 代替アクセス ・ マ ッ ピング

▪ SharePoint Farm の設定

ディザスタ・リカバリの手順

小規模から中規模の導入のデ ィ ザス タ ・ リ カバリの詳細については、
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102839&clcid=0x409 を参照し て く ださい。

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 リ カバリ にはフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

重要 ： 小規模およびスケールアウ ト されたフ ァームの導入では、 SharePointソ フ ト ウ ェ アの高度な

イ ンス ト ール （無料または拡張バージ ョ ン） が、 これらの手順で想定されます。
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▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］、［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］の
リストに入力し、［保存 ＆ 実行］をクリックします。

プ ラグイ ンは、 新し く イ ンス ト ールされた導入へのSharePoint Farmのフル ・ リ ス ト アを実行し ま

す。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［SQL Server のユーザー名］ フ ィ ールド で、 「DOMAIN\username」 形式を使用し て

「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持つユーザー名を指定し ます。

▫ ［パスワー ド］ フ ィ ールド で、 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパ
スワー ド を入力し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］、［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］の
リストに入力し、［保存 ＆ 実行］をクリックします。

プ ラグイ ンは、 新し く イ ンス ト ールされた導入へのSharePoint Farmの差分リ ス ト アを実行し ま

す。

リカバリ後の手順

• ソ リ ューシ ョ ンの再導入 ： 再導入する ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージがある場合は、 STSADM の

［deploysolution］ オプシ ョ ンを使用し ます。 詳細は、 「ソ リ ューシ ョ ンの再導入」 を参照し て く ださい。

• パッ ケージ化されていないカス タ マイズと代替アクセス ・ マ ッ ピングのリ ス ト ア ： Plug-in for FileSystem
を使用し て、 パッ ケージ化されていないカス タ マイズと マ ッ ピングを リ ス ト ア し ます。 詳細については、
「代替アクセス ・ マ ッ ピング」 および 「カス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

• 代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン） ： 代替アクセス ・ マ ッ ピングのテキス ト ・ フ ァ イルを
使用し て、 マ ッ ピングを再作成し ます。 詳細は、 「代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）」
を参照し て く だ さい。

• タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動 ： Web アプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 一部のタ イ

マー ・ ジ ョ ブが開始されません。 詳細は、 「タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動」 を参照し て く だ さい。

• 機能の再有効化 ： ソ リ ューシ ョ ンに含まれている機能を有効にする必要がある場合は、 適切なレベル
（Web アプ リ ケーシ ョ ン、 サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または Web サイ ト ） で機能を有効にし ます。 詳細は、

「機能の再有効化」 を参照し て く だ さい。

• イ ンデッ クスのスケジュールの再設定 ： イ ンデッ クスのスケジュールを適切な間隔に戻し ます。 詳細は、
「イ ンデッ クスのスケジュールの再設定」 を参照し て く だ さい。

• IIS の再起動 ： IIS の設定が 新である こ と を確認するには、 IIS を再起動し ます。 詳細は、 「IIS の再起動」

を参照し て く だ さい。
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代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア
この ト ピ ッ クでは、 以下の手順について説明し ます。

• 代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト アのプロセスについて

• 前提条件の検証

• 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを代替フ ァームにリ ス ト アする

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア

• 代替サーバーまたはフ ァームへの SharePoint Search のリ ス ト ア

• 代替サーバーまたはフ ァームへの共有サービス ・ プロバイダのリ ス ト ア

• 単一サーバーへの導入のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を代替サーバーに実行する

• 小規模フ ァームまたはスケールアウ ト されたフ ァームのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を代替フ ァームに実行す
る

代替サーバーまたはファームへのリストアのプロセスについて
SharePoint PowerShell Cmdlets および STSADM では、 新しい設定へのリ ス ト ア機能によ って、 代替のサーバー

またはフ ァームにリ ス ト アできます。 ただ し、 新しい設定に リ ス ト アする と、 よ り複雑にな り、 ユーザーからの
手動操作がよ り多 く 必要にな り ます。

代替サーバーまたはフ ァームにリ ス ト アするには、 次の手順を実行し ます。

• 前提条件を検証し ます。

• プ ラグイ ンによ って一時フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ にバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。

• 代替サーバーにバッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

• リ ス ト ア後の手順を実行し ます。

次の ト ピ ッ クでは、 代替サーバーへの、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、 SSP、

SharePoint Search のリ ス ト ア、 およびデ ィ ザス タ ・ リ カバリ など、 複数のリ ス ト ア ・ シナリ オの手順について

説明し ます。 代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト アを成功させるためには、 Quest はこれらの手順を遵守す

る こ と をお勧めし ます。

前提条件の検証
代替 SharePoint サーバーまたはフ ァームに、 フ ァーム全体または細分化された リ ス ト アを実行する場合は、 次

の前提条件が満た されている こ と を確認し てから リ ス ト ア手順 （詳細については以降の ト ピ ッ クで説明されてい
ます） を開始し て く だ さい。

• 同じバージ ョ ンおよびエデ ィ シ ョ ンの SharePoint ： 代替 SharePoint Server またはフ ァームに、 ソース

の SharePoint Server またはフ ァームと同じバージ ョ ンおよびエデ ィ シ ョ ンの SharePoint がイ ンス ト ー

ルされている こ と を確認し ます。 この要件には、 サービス ・ パッ ク とパッ チ ・ レベルも同じ である こ と
が含まれます。

• 同じ フ ァーム導入 ： 代替 SharePoint Server またはフ ァームへの導入が、 ソースのサーバーまたはフ ァー

ムへの導入と一致し ている こ と を確認し ます。 た と えば、 単一サーバーへの導入からバッ クア ッ プを リ
ス ト アする場合、 別の単一サーバー導入に対し てのみリ ス ト アできます。 小規模フ ァームへの導入の場
合、 別の小規模フ ァーム導入に対し てのみリ ス ト アできます。 ソースのサーバーまたはフ ァームと代替
の間の導入の ミ スマ ッ チは、 現在サポー ト されていません。

• 同じ ド メ イ ン ： 小規模およびスケールアウ ト されたフ ァームから代替の小規模およびスケールアウ ト さ
れたフ ァームにリ ス ト アする と き、 Quest は両方のフ ァームを同じ ネ ッ ト ワーク ・ ド メ イ ンに配置する こ

と をお勧めし ます。 両方のフ ァームで SharePoint 管理者と同じ ド メ イ ン管理者を使用する と、 リ ス ト ア

のプロセスが簡略化されます。
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個別のサイ ト ・ コ レ ク シ ョ ンを代替フ ァームに リ ス ト アする
以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを リ ス ト アする と き、 個別のサ

イ ト ・ コ レ クシ ョ ンが属し ている Web アプ リ ケーシ ョ ンが存在する こ と を確認し ます。 Web アプ リ ケー

シ ョ ンが存在し ない場合は、 リ ス ト アを実行する前にその Web アプ リ ケーシ ョ ンを再作成し ます。 この

手順では、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作成されている こ と を確

認し ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンに別のデータベース名が指定される と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了し た

後に Web アプ リ ケーシ ョ ンに 2 つのコ ンテンツ ・ データベースが接続される こ とにな り ます。 詳細は、

「Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成」 を参照し て く だ さい。

• 新しいコ ンテンツ ・ データベースが作成されている ： リ ス ト ア中に個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの名前
を変更または再配置するには、 新しいコ ンテンツ ・ データベースが必要にな り ます。

1 SharePointサーバー管理を開き、 ［アプ リ ケーシ ョ ン管理］ タ ブを選択し ます。

2 ［SharePoint Webアプリケーション管理］セクションで、［コンテンツ・データベース］をクリッ

クします。

3 ターゲットのWebアプリケーションを選択し、［コンテンツ・データベースの追加］をクリックし

ます。

4 選択ツリーでバックアップ・セーブセットに移動し、リストアするオブジェクト（個別のサイ
ト・コレクション）を選択します。詳細については、「リストア対象データの選択」を参照してく
ださい。

リストア中にコレクションの名前を変更して移動する

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページでプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーにアクセス し、 利
用可能な個別のコ レ クシ ョ ン ・ サイ ト のバッ クア ッ プを見つけます。

2 選択ツ リーでバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト に移動し、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト （個別のサイ ト ・ コ レ
クシ ョ ン） を選択し ます。 詳細については、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。 ［バッ ク
ア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET INDIVIDUAL SITE」 または 「STSADM INDIVIDUAL SITE」

である こ と を確認し ます。

4 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト を使用し ない場合は

［ジ ョ ブ名］ を指定し ます。

5 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ のリ ス ト で、 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プがリ ス ト ア され
る代替フ ァームの、 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーを選択し ます。

6 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ のリ ス ト に入力し、 ［保存 ＆ 実行］ を ク

リ ッ ク し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームご とにバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルを リ ス ト ア し ます。 リ ス ト
アに含まれている各個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンは、 <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore デ ィ

レ ク ト リ （NetVault Backup のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ログで指定されています） に保存されている別のバッ

クア ッ プ ・ フ ァ イルにリ ス ト ア されます。

7 代替サーバーまたはフ ァームの、 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 リ ス ト アする各サ
イ ト ・ コ レ クシ ョ ンに対し て適切なSTSADMコマン ド を実行し ます。

▪ 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを代替 Web アプ リ ケーシ ョ ンに再配置するには、 次のコマン ド を実

行し ます。

stsadm -o restore -url <newURL> -filename <fileName>

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▫ <newURL>: 次の形式で、 サイ ト ・ コ レ ク シ ョ ンの新しい URL を入力し ます。

http:\\<newWebApplication>\<originalURL>
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▫ <fileName>: <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore デ ィ レ ク ト リ （NetVault 
Backup のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ログで指定されています） に保存されている、 個別のサイ

ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルの名前を入力し ます。

▪ 個別のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンを代替 Web アプ リ ケーシ ョ ンに名前変更および再配置するには、 次

のコマン ド を実行し ます。

stsadm -o restore -url <newURL> -filename <fileName>

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▫ <newURL>: 次の形式で、 サイ ト ・ コ レ ク シ ョ ンの新しい URL を入力し ます。

http:\\<newWebApplication>\<newURL>

▫ <fileName>: <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore デ ィ レ ク ト リ （NetVault 
Backup のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ ・ ログで指定されています） に保存されている、 個別のサイ

ト ・ コ レ クシ ョ ンのバッ クア ッ プ ・ フ ァ イルの名前を入力し ます。

Webアプ リ ケーシ ョ ンの代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス

ト ア
以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： リ ス ト アを実行する前に、 代替フ ァームに Web アプ リ ケー

シ ョ ンを作成し ます。 この手順では、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブ

が作成されている こ と を確認し ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンを作成する と き、 新しい Web アプ リ ケー

シ ョ ンに対し て指定された ［負荷分散 URL］ が、 リ ス ト アする Web アプ リ ケーシ ョ ンの URL と一致す

る こ と を確認し て く だ さい。 代替フ ァームで、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成で説明する手順を実行し

ます。

Web アプ リ ケーシ ョ ン と関連するデータベース名は、 リ ス ト ア されるバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの NetVault 
Backup のログで詳し く 説明されています。 た と えば、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの NetVault Backup のログ

が SharePoint の次のツ リーが含まれていて、 SharePoint - 2475 Web アプ リ ケーシ ョ ンを リ ス ト アする

場合は、 次の設定を使用し て Web アプ リ ケーシ ョ ンを作成し ます。

▪ Web アプ リ ケーシ ョ ン名 ： SharePoint - 2475

▫ データベース名 ： WSS_Content_2475

▫ 負荷分散 URL: http:\\<newWebServerHost>:<originalPortNumber>\

Farm\
[SharePoint_Config]\
Windows SharePoint Services Web Application\

SharePoint - 2475\
WSS_Content_2475\

SharePoint - 80\
WSS_Content\

[WSS_Administration]\
[Web Application]\

SharePoint_AdminContent_e2062b53-61cf-4ca3-aef4-
076f37aec653\

SharedServeices1\
[SharePoint - 47807]\

SharedServiceContent\
[SharedServices1_DB]\
[UserProfileApplication]\
[SessionStateSharedApplication]\
[Shared Search Index]\

[SharedServices1_Search_DB]\
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Global Search Settings\
Windows SharePoint Services Help Search\

[Search instance]\
[WSS_Search_SPVMA-64]\

• コ ンテンツ ・ データベースが削除されている ： 新しいフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前が
ソース ・ フ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前と確実に一致するよ う に、 リ ス ト ア し ている Web
アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのコ ンテンツ ・ データベースを削除し ます。 詳細は、 「コ ンテンツ ・ データ
ベースの削除」 を参照し て く だ さい。

• SharePoint Timer が停止し ている ： プ ラグイ ンが代替フ ァームにイ ンス ト ールされているサーバーで、

Windows の ［コ ン ト ロール ・ パネル］ の ［サービス］ ウ ィ ン ド ウを使用し て、 ［SharePoint Timer］
サービスのステータ スが ［停止］ である こ と を確認し ます。 この手順では、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ中に更新
の競合を回避し ます。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し

て く だ さい。

リストアの開始

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを代替フ ァームにリ ス ト アするに

は、 フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 Webアプ リ ケーシ ョ ンの完全な リ ス ト アを実行し ます。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

重要 ： SharePoint Webアプ リ ケーシ ョ ンをバッ クア ッ プ し て、 次にこのアプ リ ケーシ ョ ン

を新しいフ ァームにリ ス ト ア し た場合、 一部のSharePointのタ イマー ・ ジ ョ ブの定義は正常

にリ ス ト ア されません。 タ イマー ・ ジ ョ ブが確実に作成されるよ う に リ ス ト アを実行する前
にWebアプ リ ケーシ ョ ンを作成する必要があ り ますが、 それが不要になるよ う にする修正の

詳細については、 「http://support.microsoft.com/kb/942989」 を参照し て く ださい。
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4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

7 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ プを代替フ ァームへリ ス ト アする ： 代替フ ァームにプ ラグイ
ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・ バッ

クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

stsadm –o restore –directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
–restoremethod new –username <SQLserverUserName> -password <password>
-item “FARM\Windows SharePoint Services Web Application\
<WebApplicationName>”

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

▪ <WebApplicationName>: リ ス ト アする Web アプ リ ケーシ ョ ンの名前を入力し ます。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

項目 パラメータ 新しい値

Webアプリケーション 新しいWebアプリケー

ションのURL
新しいWebサーバーのホスト名と元のポートによ

る、新しいURLを入力します。

新しいWebアプリケー

ション名

<default>を受け入れるには、Enterキーを押しま

す。

コンテンツ・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。
Quest NetVault Backup Plug-in for SharePoint 12.1 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
52



リストアの実行

代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア中に、 SharePoint PowerShell Cmdlets または STSADM はソース ・

サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン管理者を保守し ます。 ソース ・ サーバー ・ フ ァームのサイ ト ・
コ レ クシ ョ ンの管理者が、 代替サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者と異なる場合、 代替
サーバーまたはフ ァームにリ ス ト ア されたすべてのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンでサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者を更
新し ます。 詳細は、 「サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者がソースおよび代替のサーバーで一致する こ との確認」 を
参照し て く だ さい。

代替サーバーまたはフ ァームへのSharePoint Searchのリ ス ト

ア
次の手順では、 SharePoint Search サービスを代替サーバーに リ ス ト アする方法を説明し ます。 サービス名の詳

細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参照し て く だ さい。

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Search サービスが停止し た ： SharePoint Search サービスを停止し ます。 詳細は、

「SharePoint Search サービスの停止」 を参照し て く だ さい。

• 検索イ ンス タ ンス ・ データベースが削除された ： 検索イ ンス タ ンス ・ データベースを削除し ます。 詳細
は、 「検索イ ンス タ ンス ・ データベースの削除」 を参照し て く だ さい。

• SharePoint Search サービスを再起動し た ： SharePoint Search サービスを再起動し ます。 詳細は、

「SharePoint Search サービスの再起動」 を参照し て く だ さい。

• 検索イ ンス タ ンス ・ データベースが再度削除された ： 新しいフ ァームに対する検索イ ンス タ ンス ・ デー
タベースの名前が、 SharePoint Search サービスを開始し た と きに指定された名前と確実に同じになるよ

う に、 SharePoint Search サービスの作成プロセス中に指定されたコ ンテンツ ・ データベースが再度削除

されたこ と を検証し ます。 詳細は、 「検索イ ンス タ ンス ・ データベースの削除」 を参照し て く だ さい。

リストアの開始

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 SharePoint Search データベースを リ ス ト アするには、 フ

ル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。
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• 代替フ ァームへのフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 代替フ ァームにプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされてい
るサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ま

す。

stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLserverUserName> -password <password>
-item "FARM\Windows SharePoint Services Help Search"

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

項目 パラメータ 新しい値

検索インスタンス・
データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。
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• 代替フ ァームへの差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 代替フ ァームにプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている
サーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLserverUserName> -password <password>
-item "FARM\Windows SharePoint Services Help Search"

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

• イ ンデッ クスのスケジュールの再設定 ： イ ンデッ クスのスケジュールを適切な間隔に戻し ます。 詳細は、
「イ ンデッ クスのスケジュールの再設定」 を参照し て く だ さい。

• サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者の確認 ： 代替サーバーまたはフ ァームへのリ ス ト ア中に、 STSADM は

ソース ・ サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン管理者を保守し ます。 ソース ・ サーバー ・
フ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者が、 代替サーバーまたはフ ァームのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの
管理者と異なる場合、 代替サーバーまたはフ ァームに リ ス ト ア されたすべてのサイ ト ・ コ レ クシ ョ ンで
サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者を更新し ます。 詳細は、 「サイ ト ・ コ レ クシ ョ ンの管理者がソースおよび
代替のサーバーで一致する こ との確認」 を参照し て く だ さい。

代替サーバーまたはフ ァームへの共有サービス ・ プロバイダの
リ ス ト ア
以下の手順では、 代替サーバーまたはフ ァームに SSP を リ ス ト アする方法について説明し ます。 SSP を代替

サーバーまたはフ ァームにリ ス ト アする場合は、 そのサーバーまたはフ ァームに同じ名前の SSP がないこ と を

確認し ます。 同じ名前の SSP が存在する場合は、 既存の SSP の名前を変更するか削除し ます。 サーバーまたは

フ ァーム内の唯一の SSP である場合に限り、 デフ ォル ト の SSP を削除できます。

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SSP が存在し ない ： 代替サーバーまたはフ ァームに リ ス ト ア される SSP と同じ タ イ ト ルの SSP が存在

する場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗し ます。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを送信する前に、 代替サーバーまたは
フ ァーム内の既存の SSP の名前を変更または削除し ます。

既存の SSP の名前を変更するには、 プラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーで次の STSADM コ

マン ド を入力し ます。

項目 パラメータ 新しい値

検索インスタンス・
データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。
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stsadm -o editssp -title <existing_SSP_name> -newtitle <new_SSP_name>

既存の SSP を削除するには、 プラグイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーで次の STSADM コマン ド

を入力し ます。

stsadm -o deletessp -title <existing_SSP_name> -deletedatabases

依存オブジ ェ ク ト がある場合は、 SSP を削除する こ とはできません。 し たがって、 Quest は既存の SSP
を削除するのではな く 名前を変更する こ と をお勧めし ます。

• SSP 管理サイ ト ・ ホス ト の Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： リ ス ト アを完了する前に代替サー

バーまたはフ ァームに SSP 管理サイ ト ・ ホス ト Web アプ リ ケーシ ョ ンを再作成する と、 Web アプ リ

ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作成されます。 （代替フ ァームで、 Web アプ リ ケー

シ ョ ンの再作成で説明するステ ッ プを実行し ます。） た と えば、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの NetVault 
Backup のログが SharePoint の次のツ リーに含まれている場合、 次の SSP Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成

される必要があり ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ン名 ： SharePoint - 47807; データベース名 ：
SharedServicesContent

Farm\
[SharePoint_Config]\
Windows SharePoint Services Web Application\

SharePoint - 2475\
WSS_Content_2475\

SharePoint - 80\
WSS_Content\

[WSS_Administration]\
[Web Application]\

SharePoint_AdminContent_e2062b53-61cf-4ca3-aef4-076f37aec653\
SharedServeices1\

[SharePoint - 47807]\
SharedServiceContent\

[SharedServices1_DB]\
[UserProfileApplication]\
[SessionStateSharedApplication]\
[Shared Search Index]\

[SharedServices1_Search_DB]\
Global Search Settings\
Windows SharePoint Services Help Search\

[Search instance]\
[WSS_Search_SPVMA-64]\

• 共有サービス ・ プロバイダ管理サイ ト ・ ホス ト のコ ンテンツ ・ データベースが削除されている ： 新しい
サーバーまたはフ ァームの SSP 管理サイ ト ・ ホス ト のコ ンテンツ ・ データベースの名前が、 ソースの

サーバーまたはフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前と確実に一致するよ う に、 作成されたコ ン
テンツ ・ データベースが SQL Server Management Studio で削除されたこ と を確認し ます。

1 SQL Serverイ ンス タ ンスが存在するサーバーで、 SQL Server Management Studioを開きます。

2 ［オブジェクト・エクスプローラ］で［データベース］ノードに移動し、SSP管理サイト・ホスト

のWebアプリケーションのデータベースを右クリックして［削除］を選択します。

3 ［オブジェクトの削除］ダイアログ・ボックスで、［既存の接続を閉じる］を選択し［OK］をク

リックします。

リストアの開始

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 SSP を リ ス ト アするには、 フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト

アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。
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2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替サーバーまたはファームにプラグインがインス
トールされているサーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

• 代替サーバーまたはフ ァームへのフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 代替サーバーまたはフ ァームにプ ラ
グイ ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLserverUserName> -password <password>
-item "Farm\<SharedServiceProviderName>"

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

▪ <SharedServiceProviderName>: ソースのサーバーまたはフ ァームに存在し ていた SSP の名前

を入力し ます。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

項目 パラメータ 新しい値

Webアプリケーション 新しいWebアプリケー

ションのURL
新しいWebサーバーのホスト名と元のポートによ

る、新しいURLを入力します。

新しいWebアプリケー

ション名

<default>を受け入れるには、Enterキーを押しま

す。

コンテンツ・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と確
実に一致するように、Enterキーを押して

<default>を確認します。
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• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

共有サービス・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と確
実に一致するように、Enterキーを押して

<default>を確認します。

ユーザー・プロファイ
ル・アプリケーション

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデックス 新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデック
ス・データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と確
実に一致するように、Enterキーを押して

<default>を確認します。

項目 パラメータ 新しい値
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• 代替サーバーまたはフ ァームへの差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 代替サーバーまたはフ ァームにプ ラグ
イ ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

Stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLserverUserName> -password <password>
-item "Farm\<SharedServiceProviderName>"

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

▪ <SharedServiceProviderName>: ソースのサーバーまたはフ ァームに存在し ていた SSP の名前

を入力し ます。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

項目 パラメータ 新しい値

Webアプリケーション 新しいWebアプリケー

ションのURL
新しいWebサーバーのホスト名と元のポートによ

る、新しいURLを入力します。

新しいWebアプリケー

ション名

<default>を受け入れるには、Enterキーを押しま

す。

コンテンツ・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と一
致することを確認します。

共有サービス・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と一
致することを確認します。

ユーザー・プロファイ
ル・アプリケーション

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデック
ス・データベース

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。
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リストアの実行

単一サーバーへの導入では、 通常、 ローカル管理者が SharePoint 管理者と し て使用されます。 この設定の場合、

それぞれの導入が異なるローカル管理者を使用するため、 代替の単一サーバー導入への SSP のリ ス ト アが複雑

にな り ます。 そのため、 次のリ ス ト ア後の手順を実行し て、 代替サーバーに リ ス ト ア された共有サービスが代替
サーバーのローカル管理者を確実に参照するよ う にする必要があ り ます。

また、 い く つかの共有サービス ・ プロバイダ設定が参照し ているホス ト 名はリ ス ト ア中に更新されないため、 代
替サーバーまたはフ ァームを参照するよ う に変更する必要があ り ます。

• 共有サービス ・ プロバイダ ・ サービスの資格情報の追加 ： リ ス ト ア後に、 代替サーバーまたはフ ァーム
に SSP サービス認証情報が追加されている こ と を確認し ます。 詳細は、 「代替サーバーまたはフ ァーム

への SSP 認証情報の追加」 を参照し て く だ さい。

• 個人設定サービスの権限の検証 ： ［共有サービスの権限］ が、 代替サーバーのローカル管理者または代替
フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「共有サービスの権限が正しい管
理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• ビジネス ・ データ ・ カ タ ログの権限の検証 ： ［ビジネス ・ カ タ ログの権限］ が、 代替サーバーのローカル
管理者または代替フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「ビジネス ・ カ
タ ログの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• 検索権限のある Web ページ設定の検証 ： ［検索設定］ の ［権限のあるページ］ が、 代替サーバーまたは

フ ァームを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「検索設定の権限のあるページの検証」 を参照し て
く だ さい。

• 信頼できる フ ァ イルの場所の検証 ： ［Excel Services の信頼されている フ ァ イルの場所］ の ［信頼できる

フ ァ イル］ の場所が、 代替サーバーを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「信頼できる フ ァ イルの
場所の検証」 を参照し て く だ さい。

共有検索インデック
ス・データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と一
致することを確認します。

検索インスタンス・
データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名がソース・サーバーまたは
ファームのコンテンツ・データベースの名前と一
致することを確認します。

項目 パラメータ 新しい値
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単一サーバーへの導入のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を代替サーバー
に実行する
単一サーバーへの導入でのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ には、 フ ァームレベル障害 （SharePoint SQL Server イ ンス タ

ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 および Web サーバーを格納するサーバー全体の損失） の後の、

SharePoint の導入全体のリ ス ト ア と リ カバリが含まれます。 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行するには、 少な く と

も 1 つのフル ・ バッ クア ッ プを含む 小のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が必要です。

以下の手順では、 損傷し た SharePoint の導入が存在し たサーバー以外のサーバーにデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実

行する方法を詳し く 説明し ます。 この手順は、 完全な メ デ ィ ア障害が発生し、 破損し たサーバーからのバッ ク
ア ッ プを別のホス ト 名を持つ交換サーバーにリ ス ト アする場合に使用できます。

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Server がイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに存在し たものと同じバージ ョ ンおよ

びエデ ィ シ ョ ンの SharePoint ソ フ ト ウ ェ アをシステムにイ ンス ト ールし ます。 この手順では、 コ ン

ピ ュータが Web サーバーと し て動作するよ う に IIS を イ ンス ト ールおよび設定し、 Microsoft.NET 
Framework バージ ョ ン 3.0 を イ ンス ト ールし、 ASP.NET 2.0 を有効にし ます。

• サービス ・ パッ クがイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに以前イ ンス ト ールされていた
Windows Server および SharePoint と同じサービス ・ パッ ク を イ ンス ト ールし ます。 WSS には 低でも

SP1 が必要です。

• 新しい導入での共有サービスの削除 ： 新し く イ ンス ト ールされた導入で、 デフ ォル ト の SSP
（SharedServices1） を削除し ます。 詳細は、 「新しい導入での共有サービスの削除」 を参照し て く ださ

い。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： リ ス ト アを完了する前にすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンを

フ ァームに対し て再作成する と、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作

成されます。 詳細は、 「Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成」 を参照し て く だ さい。

• コ ンテンツ ・ データベースが削除されている ： 新しいフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前が損
傷し たフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前と確実に一致するよ う に、 ［設定データベース］ と
［サーバー管理］ Web サイ ト を除 く すべてのコ ンテンツ ・ データベースが削除されたこ と を確認し ます。

詳細については、 「コ ンテンツ ・ データベースの削除」 を参照し て く だ さい。 ［設定データベース］ と
［サーバー管理］ を除 く 各データベースに対し て、 「コ ンテンツ ・ データベースの削除」 で説明されてい
る手順を繰り返し ます。

• SQL Server Express Data デ ィ レ ク ト リが存在する こ との確認 ： 破損し ているサーバーで、 SQL Server 
Express Data デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ以外のデ ィ レ ク ト リが使用されている場合は、

このデ ィ レ ク ト リ構造が新たにイ ンス ト ールされた導入に存在し ている こ と を確認し て く だ さい。

重要 ： デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行する と き、 Questは、 同じ設定で再構築された損傷し たサーバー、 ま

たは元のホス ト の設定 （ホス ト 名を含む） を模倣し て設定し た新しいサーバーに、 リ カバリ を実行する こ
と をお勧めし ます。 そ う し ないと、 SharePoint PowerShell CmdletsまたはSTSADMでは自動的に更新され

ないい く つかの設定でホス ト 名を変更するために、 リ カバリ後の処理にさ らに多 く の手順が必要にな り ま
す。

重要 ： 単一サーバーへの導入では、 SharePointソ フ ト ウ ェ アの基本的なイ ンス ト ール （無料または

拡張バージ ョ ン） が、 これらの手順で想定されます。

重要 ： ［設定データベース］ と ［サーバー管理］ データベースはリ カバリ されません。 これらの
データベースは ［SharePoint製品と テ ク ノ ロジ構成ウ ィ ザー ド］ で作成する必要があるため、 これ

ら を削除する とデ ィ ザス タ ・ リ カバリのプロセス全体を開始する必要があ り ます。
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• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for SharePoint がイ ンス ト ールされている こ と ： 損傷し た

サーバーにも と も と存在し たものと同じバージ ョ ンの NetVault Backup と本プラグイ ンを イ ンス ト ール

し、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ とオプシ ョ ンの差分バッ クア ッ プが使用可能である ： 利用可能な場合は、 新のフ
ル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プがある こ と を確認し て く だ さい。

• Plug-in for FileSystem による追加項目のバッ クア ッ プが使用可能である ： 次の項目のバッ クア ッ プが使

用可能である こ と を検証し て く だ さい。 詳細については、 「NetVault Backup および Plug-in for 
FileSystem を使用し て保護する追加アイテム」 を参照し て く ださい。

▪ カス タ マイズ

▪ 代替アクセス ・ マ ッ ピング

▪ SharePoint Farm の設定の記録

リストアの開始

詳細については、 次を参照し て く だ さい。 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc262370.aspx

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 リ カバリ にはフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 新し く イ ンス ト ールされた導入へのSharePoint Farmのフル ・ リ ス ト アを実行し ま

す。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

重要 ： 新し く イ ンス ト ールされた導入にSQL Server Express Dataデ ィ レ ク ト リが存在し ない場合

は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが次のエラーを参照し て失敗し ます。 フ ァ イル"<Directory\FileName>"の
デ ィ レ ク ト リ検索はオペレーテ ィ ング ・ システム ・ エラー 3で失敗し ま し た。 （指定されたパスが見

つかり ません）。

エラー・メッセージで参照されているディレクトリ構造を再作成し、リストア・ジョブを再び実行
します。
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3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ プを代替フ ァームへリ ス ト アする ： 代替フ ァームにプ ラグイ
ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・ バッ

クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLserverUserName> -password <password>

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。

項目 パラメータ 新しい値

Webアプリケーション 新しいWebアプリケー

ションのURL
新しいWebサーバーのホスト名と元のポートによ

る、新しいURLを入力します。

新しいWebアプリケー

ション名

<default>を受け入れるには、Enterキーを押しま

す。

コンテンツ・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。
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リストアの実行

単一サーバーへの導入では、 通常、 ローカル管理者が SharePoint 管理者と し て使用されます。 この設定の場合、

それぞれの導入が異なるローカル管理者を使用するため、 代替の単一サーバー導入への SSP のリ ス ト アが複雑

にな り ます。 そのため、 次のリ ス ト ア後の手順を実行し て、 代替サーバーに リ ス ト ア された共有サービスが代替
サーバーのローカル管理者を確実に参照するよ う にする必要があ り ます。

また、 い く つかの共有サービス ・ プロバイダ設定が参照し ているホス ト 名はリ ス ト ア中に更新されないため、 代
替サーバーを参照するよ う に変更する必要があり ます。

• 共有サービス ・ プロバイダ ・ サービスの資格情報の追加 ： リ ス ト ア後に、 代替サーバーまたはフ ァーム
に SSP サービス認証情報が追加されている こ と を確認し ます。 詳細は、 「代替サーバーまたはフ ァーム

への SSP 認証情報の追加」 を参照し て く だ さい。

共有サービス・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。

ユーザー・プロファイ
ル・アプリケーション

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデック
ス・データベース

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデック
ス・データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。

検索インスタンス・
データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。

項目 パラメータ 新しい値
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• 個人設定サービスの権限の検証 ： ［共有サービスの権限］ が、 代替サーバーのローカル管理者または代替
フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「共有サービスの権限が正しい管
理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• ビジネス ・ データ ・ カ タ ログの権限の検証 ： ［ビジネス ・ カ タ ログの権限］ が、 代替サーバーのローカル
管理者または代替フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「ビジネス ・ カ
タ ログの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• 検索権限のある Web ページ設定の検証 ： ［検索設定］ の ［権限のあるページ］ が、 代替サーバーまたは

フ ァームを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「検索設定の権限のあるページの検証」 を参照し て
く だ さい。

• 信頼できる フ ァ イルの場所の検証 ： ［Excel Services の信頼されている フ ァ イルの場所］ の ［信頼できる

フ ァ イル］ の場所が、 代替サーバーを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「信頼できる フ ァ イルの
場所の検証」 を参照し て く だ さい。

• ソ リ ューシ ョ ンの再導入 ： 再導入する ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージがある場合は、 STSADM の

［deploysolution］ オプシ ョ ンを使用し ます。 詳細は、 「ソ リ ューシ ョ ンの再導入」 を参照し て く ださい。

• パッ ケージ化されていないカス タ マイズと代替アクセス ・ マ ッ ピングのリ ス ト ア ： Plug-in for FileSystem
を使用し て、 パッ ケージ化されていないカス タ マイズと マ ッ ピングを リ ス ト ア し ます。 詳細については、
「代替アクセス ・ マ ッ ピング」 および 「カス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

• 代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン） ： 代替アクセス ・ マ ッ ピングのテキス ト ・ フ ァ イルを
使用し て、 マ ッ ピングを再作成し ます。 詳細は、 「代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）」
を参照し て く だ さい。

• タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動 ： Web アプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 一部のタ イ

マー ・ ジ ョ ブが開始されません。 詳細は、 「タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動」 を参照し て く だ さい。

• 機能の再有効化 ： ソ リ ューシ ョ ンに含まれている機能を有効にする必要がある場合は、 適切なレベル
（Web アプ リ ケーシ ョ ン、 サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または Web サイ ト ） で機能を有効にし ます。 詳細は、

「機能の再有効化」 を参照し て く だ さい。

• IIS の再起動 ： IIS の設定が 新である こ と を確認するには、 IIS を再起動し ます。 詳細は、 「IIS の再起動」

を参照し て く だ さい。

小規模フ ァームまたはスケールアウ ト されたフ ァームのデ ィ ザ
ス タ ・ リ カバリ を代替フ ァームに実行する
小規模またはスケールアウ ト されたフ ァームへの導入でのデ ィ ザス タ ・ リ カバリ には、 フ ァームレベル障害
（SharePoint SQL Server イ ンス タ ンス、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー、 および Web サーバーを格納するサー

バーの損失） の後の、 Sharepoint の導入全体のリ ス ト ア と リ カバリが含まれます。 デ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実行

するには、 少な く と も 1 つのフル ・ バッ クア ッ プを含む 小のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト が必要です。

以下の手順では、 損傷し た SharePoint の導入が存在し たフ ァーム以外のフ ァームにデ ィ ザス タ ・ リ カバリ を実

行する方法を詳し く 説明し ます。 この手順は、 完全な メ デ ィ ア障害が発生し、 破損し たフ ァームからのバッ ク
ア ッ プを交換フ ァーム （さ まざまなホス ト 名を使用する さ まざまなサーバーで構成される） に リ ス ト アする場合
に使用できます。

以下の要件を満た し ている こ と を確認し ます。

• SharePoint Server がイ ンス ト ールされている ： 損傷し たフ ァームに存在し たものと同じバージ ョ ンの

SharePoint ソ フ ト ウ ェ アを、 代替フ ァームを構成するシステムにイ ンス ト ールし ます。 この手順には、

フ ァーム内の各サーバーに次のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールおよび設定する手順が含まれます。

▪ データベース ・ サーバー

▫ SQL Server ソ フ ト ウ ェ アおよびア ッ プデー ト

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー

▫ .Net Framework 3.0
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▪ フ ロン ト ・ エン ド Web サーバー

▫ イ ン ターネ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ サービス （IIS）

▫ .Net Framework 3.0

▫ APS.NET

• サービス ・ パッ クがイ ンス ト ールされている ： 損傷し たサーバーに以前イ ンス ト ールされていた
Windows Server および SharePoint と同じサービス ・ パッ ク を イ ンス ト ールし ます。 WSS には 低でも

SP1 が必要です。

• SharePoint サーバー管理の Web サイ ト が作成されている ： SharePoint サーバー管理の Web サイ ト は、

アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーなど、 SharePoint を イ ンス ト ールする 初のサーバーにデフ ォル ト でイ ン

ス ト ールされます。 詳細は、 「SharePoint サーバー管理の Web サイ ト の作成」 を参照し て く だ さい。

• SharePoint Search が設定されている ： アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーで、 SharePoint Search サービス

を開始し ます。 詳細は、 「SharePoint Search サービスの設定」 および 「SharePoint Search サービスの設

定」 を参照し て く だ さい。 サービス名の詳細については、 「SharePoint 2010、 2013、 2016 の用語」 を参

照し て く だ さい。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンが作成されている ： リ ス ト アを完了する前にすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンを

フ ァームに対し て再作成する と、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている タ イマー ・ ジ ョ ブが作

成されます。 詳細は、 「Web アプ リ ケーシ ョ ンの再作成」 を参照し て く だ さい。

• コ ンテンツ ・ データベースが削除されている ： 新しいフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前が損
傷し たフ ァームのコ ンテンツ ・ データベースの名前と確実に一致するよ う に、 ［設定データベース］ と
［サーバー管理］ Web サイ ト を除 く すべてのコ ンテンツ ・ データベースが削除されたこ と を確認し ます。

詳細については、 「コ ンテンツ ・ データベースの削除」 を参照し て く だ さい。 ［設定データベース］ と
［サーバー管理］ を除 く 各データベースに対し て、 「コ ンテンツ ・ データベースの削除」 で説明されてい
る手順を繰り返し ます。

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for SharePoint がイ ンス ト ールされている こ と ： 損傷し た

サーバーにも と も と存在し たものと同じバージ ョ ンの NetVault Backup と本プラグイ ンを イ ンス ト ール

し、 同じ よ う に設定する必要があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ とオプシ ョ ンの差分バッ クア ッ プが使用可能である ： 利用可能な場合は、 新のフ
ル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プがある こ と を確認し て く だ さい。

• Plug-in for FileSystem による追加項目のバッ クア ッ プが使用可能である ： 次の項目のバッ クア ッ プが使

用可能である こ と を確認し て く だ さい。 詳細については、 「NetVault Backup および Plug-in for 
FileSystem を使用し て保護する追加アイテム」 を参照し て く ださい。

▪ カス タ マイズ

▪ 代替アクセス ・ マ ッ ピング

▪ SharePoint Farm の設定の記録

リストアの開始

詳し く は、 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc262370.aspx を参照し て く だ さい。

• フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア ： 少な く と も、 リ カバリ にはフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アが必要です。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［フル ・ バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し
ます。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

重要 ： 小規模およびスケールアウ ト されたフ ァームの導入では、 SharePointソ フ ト ウ ェ アの高度な

イ ンス ト ール （無料または拡張） が、 これらの手順で想定されます。

重要 ： ［設定データベース］ と ［サーバー管理］ データベースはリ カバリ されません。 これらの
データベースは ［SharePoint製品と テ ク ノ ロジ構成ウ ィ ザー ド］ で作成する必要があるため、 これ

ら を削除する とデ ィ ザス タ ・ リ カバリのプロセス全体を開始する必要があ り ます。
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3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET FULL」 または 「STSADM FULL」

である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

• 差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア （オプシ ョ ン） ： バッ クア ッ プ戦略に差分バッ クア ッ プが含まれている場合
は、 使用可能な 後の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 後の ［差分バッ クア ッ プ］ のセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

2 ［ファーム］ノードを選択します。

3 ［セレクション・セット作成］ページで、［プラグイン・オプションの編集］をクリックして、以
下の手順を完了します。

▫ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ のラベルが、 「SP CMDLET DIFFERENTIAL」 または 「STSADM 
DIFFERENTIAL」 である こ と を確認し ます。

▫ ［バッ クア ッ プのみから フ ァ イルを リ ス ト アする］ を選択し ます。

4 設定を保存するには、［OK］をクリックし、［次へ］をクリックして、デフォルトを使用しない場

合は［ジョブ名］を指定します。

5 ［ターゲット・クライアント］のリストで、代替ファームにプラグインがインストールされている
サーバーを選択します。

6 ［スケジュール］、［ソース・オプション］、および［詳細設定］のリストに入力し、［保存 ＆ 実行］

をクリックします。

プ ラグイ ンは、 代替サーバーまたはフ ァームにバッ クア ッ プ ・ パッ ケージを リ ス ト ア し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ プを代替フ ァームへリ ス ト アする ： 代替フ ァームにプ ラグイ
ンがイ ンス ト ールされているサーバーで、 次の STSADM コマン ド を実行し て、 新しい設定にフル ・ バッ

クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

stsadm -o restore -directory <directoryForTemporaryFiles>\nvsprestore
-restoremethod new -username <SQLServerUserName> -password <password>

実際の操作では、 変数を次の情報で置き換えます。

▪ <directoryForTemporaryFiles>: ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで指定し た UNC 共有パスを入力

し ます。

▪ <SQLserverUserName>: 「DOMAIN\username」 形式で、 「sysadmin」 サーバー ・ ロールを持

つ SQL Server のユーザーを指定し ます。

▪ <password>: 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ま

す。

STSADM は対話型のセ ッ シ ョ ンを開始し、 次の情報に対するプロンプ ト が表示されます。
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項目 パラメータ 新しい値

Webアプリケーション 新しいWebアプリケー

ションのURL
新しいWebサーバーのホスト名と元のポートによ

る、新しいURLを入力します。

新しいWebアプリケー

ション名

<default>を受け入れるには、Enterキーを押しま

す。

コンテンツ・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」形式を

使用します。

新しいディレクトリ名 <default>のSQL Server Dataディレクトリを受け

入れるには、Enterキーを押します。または、新

しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディレ

クトリを入力します。

新しいデータベース名 <default>を受け入れるには、Enterキーを押して、

結果のデータベース名が破損しているファームの
コンテンツ・データベースの名前と一致すること
を確認します。

共有サービス・データ
ベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」の形式

を使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名が損傷したファームのコン
テンツ・データベースの名前と確実に一致するよ
うに、Enterキーを押して<default>を確認します。

ユーザー・プロファイ
ル・アプリケーション

新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

共有検索インデックス 新しいサーバー名 新しいアプリケーション・サーバーのホスト名を
入力します。

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」の形式

を使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名が損傷したファームのコン
テンツ・データベースの名前と確実に一致するよ
うに、Enterキーを押して<default>を確認します。
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リストアの実行

• 共有サービス ・ プロバイダ ・ サービスの資格情報の追加 ： リ ス ト ア後に、 代替サーバーまたはフ ァーム
に SSP サービス認証情報が追加されている こ と を確認し ます。 詳細は、 「代替サーバーまたはフ ァーム

への SSP 認証情報の追加」 を参照し て く だ さい。

• 個人設定サービスの権限の検証 ： ［共有サービスの権限］ が、 代替サーバーのローカル管理者または代替
フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「共有サービスの権限が正しい管
理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• ビジネス ・ データ ・ カ タ ログの権限の検証 ： ［ビジネス ・ カ タ ログの権限］ が、 代替サーバーのローカル
管理者または代替フ ァームのド メ イ ン管理者を参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「ビジネス ・ カ
タ ログの権限が正しい管理者を参照し ている こ との確認」 を参照し て く だ さい。

• 検索権限のある Web ページ設定の検証 ： ［検索設定］ の ［権限のあるページ］ が、 代替サーバーまたは

フ ァームを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「検索設定の権限のあるページの検証」 を参照し て
く だ さい。

• 信頼できる フ ァ イルの場所の検証 ： ［Excel Services の信頼されている フ ァ イルの場所］ の ［信頼できる

フ ァ イル］ の場所が、 代替サーバーを参照し ている こ と を確認し ます。 詳細は、 「信頼できる フ ァ イルの
場所の検証」 を参照し て く だ さい。

• ソ リ ューシ ョ ンの再導入 ： 再導入する ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージがある場合は、 STSADM の

［deploysolution］ オプシ ョ ンを使用し ます。 詳細は、 「ソ リ ューシ ョ ンの再導入」 を参照し て く ださい。

• パッ ケージ化されていないカス タ マイズと代替アクセス ・ マ ッ ピングのリ ス ト ア ： Plug-in for FileSystem
を使用し て、 パッ ケージ化されていないカス タ マイズと マ ッ ピングを リ ス ト ア し ます。 詳細については、
「代替アクセス ・ マ ッ ピング」 および 「カス タ マイズ」 を参照し て く だ さい。

• 代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン） ： 代替アクセス ・ マ ッ ピングのテキス ト ・ フ ァ イルを
使用し て、 マ ッ ピングを再作成し ます。 詳細は、 「代替アクセス ・ マ ッ ピングの再作成 （オプシ ョ ン）」
を参照し て く だ さい。

• タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動 ： Web アプ リ ケーシ ョ ンのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 一部のタ イ

マー ・ ジ ョ ブが開始されません。 詳細は、 「タ イマー ・ ジ ョ ブの再起動」 を参照し て く だ さい。

• 機能の再有効化 ： ソ リ ューシ ョ ンに含まれている機能を有効にする必要がある場合は、 適切なレベル
（Web アプ リ ケーシ ョ ン、 サイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または Web サイ ト ） で機能を有効にし ます。 詳細は、

「機能の再有効化」 を参照し て く だ さい。

• IIS の再起動 ： IIS の設定が 新である こ と を確認するには、 IIS を再起動し ます。 詳細は、 「IIS の再起動」

を参照し て く だ さい。

検索インスタンス・
データベース

新しいデータベース・サー
バー名

新しいSQL Serverデータベース・サーバーの名前

を入力します。デフォルト以外のSQL Serverイン

スタンス名には、「Server\Instance Name」の形式

を使用します。

新しいディレクトリ名 デフォルトのSQL Server Dataディレクトリを受

け入れるには、Enterキーを押します。または、

新しいSQL Serverインスタンス名のデータ・ディ

レクトリを入力します。

新しいデータベース名 結果のデータベース名が損傷したファームのコン
テンツ・データベースの名前と確実に一致するよ
うに、Enterキーを押して<default>を確認します。

項目 パラメータ 新しい値
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A

NetVault Backup および Plug-in for  
FileSystem を使用し て保護する追加

アイテム

• 概要

• カス タ マイズ

• IIS 設定

• 代替アクセス ・ マ ッ ピング

• SharePoint Farm の設定の記録

概要
デ ィ ザス タ ・ リ カバリのシナリ オで SharePoint Farm 全体を適切に保護するには、 次のアイテムをバッ クア ッ プ

戦略に含めます。 これらのアイテムは少な く と も 1 回はバッ クア ッ プする必要があ り ますが、 Quest はそれらが

変更されるたびにバッ クア ッ プする こ と をお勧めし ます。

• カス タ マイズ

• IIS 設定

• 代替アクセス ・ マ ッ ピング

• SharePoint Farm の設定の記録

カス タ マイズ
次のリ ン クでは、 マイ ク ロ ソ フ ト は、 機能、 Web パーツ、 セキュ リ テ ィ ・ ポリ シーの変更、 およびその他の

フ ァ イルを含むソ リ ューシ ョ ン と し て、 カス タ マイズを SharePoint サイ ト にパッ ケージ化する こ と をお勧めし

ています。 機能はソ リ ューシ ョ ンの一部で、 サーバー管理者によ ってフ ァーム、 特定の Web アプ リ ケーシ ョ ン、

特定のサイ ト ・ コ レ クシ ョ ン、 または特定の Web サイ ト に対し て有効にされます。

http://office.microsoft.com/download/afile.aspx?AssetID=AM102447701033

カス タ マイズを ソ リ ューシ ョ ンにパッ ケージ化する と、 SharePoint の管理者が各ソ リ ューシ ョ ン ・ パッ ケージ

をバッ クア ッ プ し て障害が発生すればそのソ リ ューシ ョ ンを該当のサーバーに再導入できるよ う にする こ と で、
バッ クア ッ プ と リ カバリのプロセスを簡素化できます。

分散型のシステムや、 カス タ マイズがソ リ ューシ ョ ン と し てパッ ケージ化されていないまたはできないシステム
の場合、 カス タ マイズ ・ フ ァ イルを個別にバッ クア ッ プする必要があ り ます。 カス タ マイズ ・ フ ァ イルは、 次の
よ う なフ ロン ト ・ エン ド Web サーバーの場所に格納されています。
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• IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ。 デフ ォル ト の場所は、 次のとお り です。 %Systemroot%\Inetpub

• グローバル ・ アセンブ リ ・ キャ ッ シュ （GAC） フ ォルダ。 場所は次の通り です。 %WinDir%assembly

• %Systemroot%\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web Server Extensions\<version>

<version> は、 SharePoint 2010 の場合は 「14」、 SharePoint 2013 の場合は 「15」、 SharePoint 2016 の場

合は 「16」 で置き換えます。

また、 一部のカス タ マイズは、 web.config フ ァ イルへも変更を書き込みます。 Quest は、 ア ド イ ン ・ ソ フ ト

ウ ェ ア ・ フ ァ イルの場所の 終的な リ ス ト を決定するために、 SharePoint 開発チームまたはカス タ マイズのベ

ンダーに相談する こ と をお勧めし ます。

IIS 設定
各フ ロン ト ・ エン ド Web サーバーに対し て、 Quest は、 ホス ト 仮想サーバーのルー ト ・ デ ィ レ ク ト リ にある

web.config フ ァ イルに加えて、 IIS Metabase を保護する こ と をお勧めし ます。 Plug-in for FileSystem を使用す

る と、 これらの項目をバッ クア ッ プできます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。 https://support.microsoft.com/en-us/help/240941/an-introduction-to-
the-iis-metabase

代替アクセス ・ マ ッ ピング
SharePoint に対する代替アクセス ・ マ ッ ピングの設定は、 次のコマン ド を実行し て結果のバッ クア ッ プ ・ フ ァ

イルを Plug-in for FileSystem バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに含める こ と で、 テキス ト ・ フ ァ イルにダンプできます。

stsadm -o enumalternatedomains <backupFile>

SharePoint Farm の設定の記録
SharePoint の設定は、 サーバー管理で設定され、 設定データベースに保存されます。 設定データベース とサー

バー管理は SharePoint PowerShell ベースまたは STSADM ベースのバッ クア ッ プで保護されていますが、 コ ン

ピ ュータ固有の情報が含まれていて、 完全に一致するよ う に設定された環境 （すべてのソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プ
デー ト 、 サーバー名、 サーバー数を含む） にのみリ ス ト アできます。 そのため、 すべての設定をサーバー管理に
手動で記録する必要があり ます。 記録する必要がある項目の詳細は、 次を参照し て く だ さい。
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=102839&clcid=0x409

これらの項目には、 次のが含まれます。

• サービス ・ アカウン ト 、 つま り、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを実行するすべてのアカウン ト （ク ローラ ・ ア

カウン ト や検索アカウン ト などを含む） を含むアプ リ ケーシ ョ ン ・ プールの設定。

• データベースの名前と場所。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの名前とデータベース。 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている コ ンテン

ツ ・ データベースの名前を必ず記録し て く だ さい。

• ク ローラ影響ルール。

• フ ァームレベルの検索設定。

• 外部サービスの接続設定。

• ワーク フ ロー管理設定。

• 有効な機能。
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B

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• NetVault Backup ト レースの有効化

• NetVault Backup ト レースの無効化

• 追加情報

NetVault Backup は、 NetVault Backup のバイナ リ ・ ログのログ ・ メ ッ セージを切り捨てます。 プ ラグイ ンに対

し て X ト レース ・ レベルを有効にできます。 詳細ログは NetVault Backup の ト レース ・ デ ィ レ ク ト リ に書き込ま

れます。 そのデ ィ レ ク ト リは、 デフ ォル ト では %ProgramFiles%\Quest\NetVault Backup\trace で、 次の命名

規則に従います。 nvsharepoint<process_id>.log.

NetVault Backup ト レースの有効化
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 利用可能な ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 設定］ を選択し た場合は、 適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［設定］ ページで、 ［一般設定］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ ト レース ・ フ ァ イルを出力する］ オプシ ョ ンを選択し、 ［適用］
を ク リ ッ ク し ます。

6 ［設定］ ページで、 ［ ト レース ・ レベル］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［ ト レース ・ レベル］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 プ ラグイ ンのために適切な ト レース ・ レベルを選択し ま
す。

使用可能なすべての診断メ ッ セージを表示する場合は、 LIBVERBOSE オプシ ョ ンを使用し ます。

8 NetVault Backup サービスを再開し ます。

詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

NetVault Backup ト レースの無効化
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 利用可能な ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 設定］ を選択し た場合は、 適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［設定］ ページで、 ［一般設定］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： NetVault Backupの ト レースを有効にする場合は、 細心の注意を払って く だ さい。 診断の目的での

み、 ト レースを有効にし て く だ さい。 長期間にわたって ト レースが有効になっている場合、 NetVault 
Backupのソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされているボリ ュームでは大量のデ ィ スク容量が消費されます。 こ

のボリ ュームが領域を使い果たすと、 NetVault Backupデータベースに影響を及ぼし、 破損を引き起こす可

能性があり ます。
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5 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［ ト レース ・ フ ァ イルを出力する］ オプシ ョ ンを選択解除し、 ［適
用］ を ク リ ッ ク し ます。

6 NetVault Backup サービスを再開し ます。

詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

追加情報
表2. トラブルシューティング

エラー 説明

NetVaultプロセス・マネージャの［ログ

オン・アカウント］は、デフォルト・ア
カウントから次のいずれかに変更されま
した。

• ローカル管理者アカウント

• SharePointが使用されている各

サーバーの管理者グループのメン
バーであるドメイン・ユーザー・
アカウント

その後、認証の問題が原因で、バック
アップまたはリストア・ジョブは失敗し
ます。

NetVaultプロセス・マネージャの［ログオン・アカウント］に指定

されたローカルまたはドメインのユーザー・アカウントは、ローカ
ル・セキュリティ設定管理ツールに［プロセス・レベル・トークン
の置き換え］ポリシーを持つ必要があります。この権利が付与され
たら、NetVaultプロセス・マネージャを再起動します。

NetVault Backup［セレクション］ページ

のアイコンが、疑問符（?）として表示

されています。

NetVault Backup WebUIが実行されているNetVault Backup管理者

ワークステーションとプラグインを実行しているサーバーの両方で、
NetVaultプロセス・マネージャを再起動します。問題が解決しない

場合は、プラグインが実行しているサーバーの「…\NetVault 
Backup\gui\CachedPits」のコンテンツを、NetVault Backup WebUIを
実行しているNetVault Backup 管理者ワークステーション上の同じ

ディレクトリにコピーします。

NetVault Backup［セレクション］ページ

を参照すると、次のエラーが表示されま
す。「SharePointを参照できません。

SharePointサービスが実行されているこ

と、およびユーザー・アカウントに適切
な権限が与えられていることを確認して
ください。」

SharePoint SQL Serverインスタンスが開始されたこと、［設定］ダイ

アログ・ボックスの［Windows認証の詳細］セクションで指定され

たユーザー名がプラグイン・システム構築で定義された要件と一致
していること、およびWindowsの［コントロール・パネル］で

［SharePoint管理］サービスが開始されていることを確認します。

サービス名の詳細については、「SharePoint 2010、2013、2016の用

語」を参照してください。追加情報を取得するには、NetVault 
Backupトレースを有効にします。詳細については「NetVault Backup
トレースの有効化」を参照してください。

以前の設定用フル・バックアップ・イン
デックスを見つけられません。

この問題は通常、差分バックアップを実行し、バックアップ・セレ
クション・セットがフル・バックアップを実行するために使用され
なかった場合に発生します。

エラー・メッセージ「ユーザー変更エ
ラー」が表示されてリストア・ジョブが
失敗します。

［設定］ダイアログ・ボックスで指定された［Windows管理者のユー

ザー名］のパスワードが、 後のバックアップまたはリストア・
ジョブ以降に変更された場合は、新しいパスワードで［設定］ダイ
アログ・ボックスを更新して、リストア・ジョブを再実行します。

リストア・ジョブが応答を停止して、
「進行状況：［共有検索インデックス］が
90%完了しました。」と表示されます。

単一サーバーへの導入のディザスタ・リカバリを実行し、リスト
ア・ジョブを実行する前に新たにインストールされた導入でデフォ
ルトの共有サービスが削除されていない場合、リストア・ジョブは
応答を停止します。リストアを実行する前に、単一サーバーへの導
入の前提条件が満たされていることを確認してください。詳細は、
「単一サーバーへの導入のディザスタ・リカバリを同じサーバーに実
行する」を参照してください。
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「ファイル"<directory\filename>"のディ

レクトリ検索はオペレーティング・シス
テム・エラー3で失敗しました（指定さ

れたパスが見つかりません）」というエ
ラーでリストア・ジョブが失敗します。

SQL Server Express Dataディレクトリが、代替サーバーへのリスト

アで新しくインストールされたSharePointの導入には存在しませ

ん。エラー・メッセージで参照されているディレクトリ構造を再作
成し、リストア・ジョブを再び実行します。

テンポラリ・ディレクトリからファイル
が削除されません。

［テンポラリ・ディレクトリから（Days - 0 = never）より以前のバッ

クアップを削除する］オプションを使用していて、プラグインが
ファイルを削除しない場合、お使いのシステムの日付と時刻の形式
がSharePointで使用される形式と異なっている可能性があります。

たとえば、お使いのシステムでは「dd/mm」形式を使用し、

SharePointが「mm/dd」形式を使用している場合、指定された時間

が経過しても一時ファイルは削除されません。このオプションを使
用するには、同じ形式が使用されていることを確認してください。

表2. トラブルシューティング

エラー 説明
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT 管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Quest は、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しい Quest へよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世

界への参加） に招待されま し た。

弊社のブランド、弊社のビジョン。お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q 自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しい Quest に加わる必要がある こ

と を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx を参照するか、

+1-949-754-8000 までご連絡 く だ さい。
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テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあ り、
24 時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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